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４月２１日、佐伯地域・大虫（おおむし）地区で開催された「大虫さくらまつり」。集落に残る市指定天然記念物である枝垂れ桜の前で行われた。今年は開花が早く、葉桜となってしまったが、その前で、古くから伝わるこの枝垂れ桜にまつわる民話をもとにした劇「おそめ桜」が「劇団あじさい」によって演じられた。



佐伯支所から北へ約１０灼、佐伯地域の山合いに位置する 虫所山 ・ 大虫 地区。むしところやま おおむし昭和３５年頃には、３２世帯、約１５０人が暮らし、炭焼きや木材の切り出しなどの農林業で生計を立てていた。しかし、高度経済成長期を迎えたその頃の日本は、産業構造も大きく変わり、多くの人が仕事を求めてこの地を去った。そして、田畑の残る大虫の集落で暮らしているのは、全員６０歳を超える５人のみとなった―。ふるさとを守るために、今、何ができるのか、何をしなければならないのか。「過疎」と真正面から闘う大虫地区の取り組みから、その可能性を探る―。 2広報はつかいち2013.5.1 2広報はつかいち2013.6.1

戦後の農山村地域　第二次世界大戦が終わった後、山間部はかつてない程の活気にあふれた。　食糧不足で多くの人々が、食べ物が手に入る地方に流れ込み、また、戦災で焼けた町の復興のため、木材の需要が急増し、山は好景気に沸いた。　昭和２０～３０年ころまでは、山合いの山村では、どこでも林業が盛んだった。当時の家庭燃料は、木炭やまきが中心。大虫に限らず、どこの農村でも、人工林を育て、木材として売ることや、木炭・まきの生産で生計を立てていたが、農地が狭小で広大な山林を持つ大虫では、林業への依存度は他の地域よりも高かった。　広大に広がる山を仕事場に、町へ働きに出る人はほとんどおらず、都市にまきや炭、そして木材を供給する役割を担っていた。建築用材となる経済的価値の高いスギやヒノキを植えることは、銀行に貯金することよりも価値のあることとされた。　何より、山仕事をし、田畑で作物を作る自給自足の生活は、ぜいたくをしなければ一家が十分に食べ、そして生活することができた。「高度成長」と「過疎」　しかし、「もはや戦後ではない」と通産白書で言われた昭和３０年を境に、日本は一気に高度成長の時代に突入していく。建設ラッシュが始まり、庶民の暮らしは、家電製品の急速な普及などで見違えるほど豊かになった。　そして「燃料革命」が起こり、家庭燃料は木炭・まきから、電気・ガス・石油に大きく切り替わる。また、「作れば売れる」と言われた時代。各地で工業生産が盛んになり、都市部の工場などは、不足する労働者を地方に求めた。　昭和３０年代から４０年代にかけて、若い労働者は「金の卵」と呼ばれ、昭和４２年には全国の中学校新卒者３３万人に対し、求人はその３倍もあったという。　農村や山村の働き手は、職を求めて都会へ出ていき、地方の人口は減り始める。そのため、昭和４０年代には「過疎」という言葉が使われるようになった。　現在、廿日市市内には２０世帯未満で、住民の半数以上が６５歳を超えた「限界集落※」は山間部の佐伯・吉和地域を中心に平成２１年時点で１３カ所存在する。
※限界集落一般的に「６５歳以上の高齢者が集落人口の半数を超え、冠婚葬祭をはじめ生活道や林野の整備など、社会的共同生活の維持が困難な状態に置かれている集落」をいう。広報はつかいち3 2013.6.1

昭和２０年代、中山間地域に暮らす人は、炭焼きや木
材の切り出しなどの農林業で生計を立てていた。写真
は、昭和２０年頃の大虫地区の人々。これから植林す
るための下刈りを終えたところ。地域で支え合い、励
まし合い、そして助け合って生きてきた。ふるさと―
特　集



あの頃
時代とともに変わりゆくふるさとの姿

地域の

　大虫では、斉藤、小田、川口な

ど同じ名字が多いため、それぞれ

に名字のほかに「屋号」があり、

その「屋号」で呼び合っていまし

た。もちろん回覧版も「屋号」で

回していました。それは、集落と

いう大きな一つの家族のようでも

ありました。
　大虫に住んでいる以上、助け合

うことが生きるすべでした。「地域

のことは地域で」それが当たり前

のことでした。
　田植えや稲刈りの時期には、

「 手  間  換 え」といい、一つの田を総

て ま が
動員して手伝い、また、道が崩れ

れば、みんなで道を直す。当時、

すぐ役場の人が来て、直してくれ

るわけではありません。昭和　年２５

のキジヤ台風のときも土砂崩れが

道をふさぎましたが、その時も住

民総出で道を直しました。

　そうした生活の中でも、大きな

絆を感じたのは、人が亡くなった

ときでした。その頃は、どの地域

にも火葬場があり、地元で葬儀を

あげたものです。みんなが家族の

絆
かつて、　世帯、１５０人が暮らしていた大虫地区。

３２
肩を寄せ合い、助け合いながら生きてきた。

まちの中心地からは遠かったけれど、

家族のような強い絆と、温かさがそこにあった―。

だからこそ、今、風を起こさないといけないのです―。

写真１＿昭和３０年代、当時の大虫集会所で。若者も子
どもも大勢が暮らしていた大虫。そこには温かい人の和
があった。　写真２＿昭和２１年３月、助藤小学校の在校
生。当時大虫から通う児童が最も多かったという。写真
提供　小田政弘さん。　写真３＿昭和５９年９月、地区に
少しでも賑わいを取り戻そうと小田さん、斉藤さんらが
実行委員となり取り組んだ「第１回大虫ふるさと祭り」。
子どもみこしや、手品、カラオケなどが催された。当時
の大虫の戸数は１３軒２７人。まつりの参加者は約９０人
だった。　写真４＿２回目の「ふる里祭り」は１５年経過
して開催。２回目からは、過疎化が進んだ故郷でこれま
でに亡くなった人たちを追悼する法要を営んだ。写真は
平成２３年１０月に開催した「第４回大虫ふる里祭り」。戸
数は７軒８人と減り、参加者は６１人。
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 38 豪雪サンパチ
中国地方を襲った 未  曽  有 の豪雪―み ぞ う

ような大虫地域。誰々の親戚はど

こそこに住んでいるという情報は、

みんな知っていました。電話のな

い当時、人が亡くなると、まず始

めに行うのはその家の親戚への連

絡でした。「お前は○○村、お前

は○○村へ行け」と手分けして他

の村まで歩いて伝えに行きました。

　そうして親族が集まって初めて

葬儀が行えたのです。他の場所で

亡くなった時には、戸板に乗せて

連れて帰りました。棺桶も地域の

者が作り、二日がかりの火の番も

交代で行うなど、亡くなってから

墓に入れるまでが、地域の者の務

めでした。
　そうした葬儀は、新しく大きな

火葬場ができる昭和　年代まで続
４０

いていました。
　今、大虫の住人は５人。また、

離れた者も年を取り、年々少なく

なっています。そして平成　年を２２

最後に夏祭りも途絶えました。

　　年先の状況が見えない今だか

１０らこそ、当時の生活を知っている

者が、何か風を起こさないといけ

ないんです。
地域のつながりが濃い時代を生きた者どうし、心はつながっている。

　父も山の仕事に従事していましたので、山での仕事に就くことは自然なことでした。　移動製材機が山の奥まで入り、伐採の現場で製材・加工し、半製品にして山から出していたこともあります。田畑では米や野菜を作り、家族で炭を焼く、そして冬の間は猟をして生活する。それで生活が十分成り立っていたんです。「山があれば大丈夫」。そんな言葉をみんなが口にした時代。わたしも山での仕事を広げることを夢見ていました。　それが、昭和３０年代に入ると、急に山の仕事がなくなり始めました。２～３カ月先の仕事が見えない状況が続き、炭も市場価格が安くなり、だんだんと、生活できるだけの収入が得られなくなっていったのです。

　集団就職するための若者を乗せた「就職列車」に代表されるように、都会や市街地では、労働力は貴重で、就職希望者数に比べて求人数はその数倍もありました。当時の廿日市も例外でなく、職業安定所に行けば次の日から仕事があるという状況。しかも、月の給料は山の仕事の倍ほどもあったのです。　みんな都会を求めて大虫をあとにしたわけではなく、生活をするための仕事を求めて街に出て行ったのです。　誰もが、ふるさとで生活が続けられるのなら、ふるさとを離れようとは思いません。大虫を離れて暮らす者の一人として、そうした時代の流れを誰も責められるものではないと思っています。

昭和３８年に大虫から地御前に移り住んだおだ・まさひろ　　　　　　小田　政弘さん（８０歳）

昭和３７年に大虫から宮内に移り住んださいとう・やすし　　　　　　　斉藤　康さん（７９歳）

誰もが、ふるさとで生活ができるのなら、そこから出ようとは思いません。

集落の灯を消した豪雪

　

昭
和　

年
の
年
末
か
ら
ま
と

３７

ま
っ
て
降
り
続
い
た
雪
は
、
翌　
３８

年
２
月
ま
で
止
む
こ
と
が
な
か
っ

た
。
鹿
児
島
県
で
も
積
雪　

㎝
を

３０

記
録
す
る
な
ど
、
日
本
列
島
を
白

く
覆
い
尽
く
し
、
中
国
山
地
を
中

心
に
死
者
が
２
０
０
人
を
超
え
る

被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

旧
佐
伯
町
津
田
観
測
所
で
は
、

　

年
に　

㎝
、　

年
に
は　

㎝
を

３７

３９

３８

５２

観
測
し
、
近
年
ま
れ
に
み
る
大
雪

だ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
年
の
気
温

は
平
年
よ
り
低
く
、
降
雪
の
ほ
と

ん
ど
が
溶
け
ず
に
蓄
積
。
大
虫
へ

の
交
通
は
遮
断
さ
れ
、
し
ば
ら
く

陸
の
孤
島
と
化
し
た
。
海
抜
５
１

０
ｍ
の 
助  
藤 
小
学
校
で
は
、
６
日

す
け 
と
う

間
の
休
校
と
な
り
、
そ
れ
よ
り
標

高
の
高
い
大
虫
で
は
、
２
ｍ
近
く

の
積
雪
と
な
っ
た
。

　

林
業
に
依
存
し
て
い
た
大
虫
地

区
で
は
、
そ
の
間
仕
事
が
な
く
、

街
へ
職
を
探
し
に
出
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
豪
雪
を

境
に
、
若
い
人
た
ち
は
広
島
市
な

ど
の
沿
岸
部
に
移
り
住
み
は
じ
め
、

人
口
流
出
は
加
速
度
を
増
し
た
。

　

特
に
雪
の
被
害
の
大
き
か
っ
た

島
根
県
匹
見
町
広
見
地
区
で
は
、

自
衛
隊
が
除
雪
と
生
活
物
資
の
搬

入
の
た
め
出
動
。
こ
の
豪
雪
を
契

機
と
し
て
離
村
者
が
激
増
し
た
。

町
も
集
団
移
転
を
勧
め
、
昭
和　
４５

年
、
住
民
は
す
べ
て
移
転
し
、
匹

見
町
広
見
地
域
は
無
人
の
集
落
と

な
っ
た
。

忘れてはいけない事実がある。高度成長の波に、さらに追い打ちをかけた豪雪。そのとき、集落の灯が消えた―。
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将来が危惧された枝垂れ桜

　

樹
齢
３
０
０
年
と
も
言
わ
れ
る
大

虫
の
枝
垂
れ
桜
。
長
い
間
、
大
虫
に

春
の
訪
れ
を
告
げ
て
き
た
。
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
樹
高
約
６

ｍ
、
枝
幅
約　

ｍ
。
大
虫
は
寒
く
、

１０

市
内
の
他
の
場
所
よ
り
開
花
は
遅
い

が
、
春
に
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、

こ
の
桜
を
見
る
た
め
に
大
虫
を
訪
れ

る
人
は
多
い
。
ま
た
、
住
民
は
こ

ぞ
っ
て
花
見
の
宴
を
催
し
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
一
時
立
ち
枯
れ
の
危
機

に
あ
っ
た
と
い
う
。
樹
齢
を
重
ね
た

幹
は
災
害
に
よ
る
傷
も
多
く
、
地
上

１
ｍ
く
ら
い
の
と
こ
ろ
の
幹
に
は
腐

食
に
よ
る
大
き
な
空
洞
が
で
き
た
。

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
雨
が
浸
透
し
、
幹

が
腐
り
か
け
、
大
き
な
枝
を
支
え
る

力
も
な
く
な
っ
て
い
た
。
足
場
用
の

鉄
パ
イ
プ
を
使
っ
て
な
ん
と
か
持
ち

こ
た
え
て
い
た
が
、
そ
の
支
え
が
な

け
れ
ば
、
倒
木
の
危
険
す
ら
あ
っ
た

と
い
う
。

懸命な治療の末に
　

そ
れ
を
知
っ
た
「
津
田
・
四
和
ふ

れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
の
会
」
で
は
、

部
会
の
一
つ
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
文

化
部
会
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
そ

の
治
療
に
あ
た
っ
た
。
造
園
業
を
営

む
部
会
長
の
長
門
秀
文
さ
ん
を
中
心

に
活
動
。
平
成　

年
に
は
、
継
承
す

２０

る
苗
木
４
本
を
親
木
の
ま
わ
り
に
植

樹
。
平
成　

年
か
ら
樹
木
医
の
指
導

２１

の
も
と
、
治
療
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

の
懸
命
な
治
療
の
か
い
あ
っ
て
桜
は

樹
勢
を
取
り
戻
し
た
。

　
「
老
木
が
懸
命
に
花
を
つ
け
て
い

る
姿
に
、
心
ひ
か
れ
る
の
で
す
」
そ

う
話
す
人
も
多
く
、
老
木
に
し
か
出

せ
な
い
風
格
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、
今

年
も
ま
た
、
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
。

さ
ら
に
後
継
の
桜
４
本
も
負
け
ず
に

し
っ
か
り
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
姿
を

引
き
継
い
で
い
る
。

　

集
落
を
見
守
り
続
け
て
き
た
老
木

は
、
今
、
大
勢
の
人
に
見
守
ら
れ
、

新
た
な
歴
史
を
刻
み
始
め
て
い
る
。

大きな空洞が幹にでき、そこから幹が腐食。その将来が心配されていた。しかし、治療のかいあって、枝垂れ桜は
樹勢を取り戻し、今年も立派な花を咲かせた。４月８日撮影。

樹木医の指導のもと、「津田・四和
ふれあいまちづくりの会　ふれあい
文化部会」が取り組んだ枝垂れ桜の
治療で、奇跡の回復となった。
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再生
今に残る宝物を、次代につなげ―

を救え―桜大虫に静かに佇む、樹齢３００年とも言われる枝垂れ桜。

住民の心のよりどころであり、春には、 宴 を催してきた。
うたげ

しかし、老樹で幹には空洞ができ、将来が危惧。

「地元のシンボルを 蘇 らせたい」と、地域が立ちあがった―。

よみがえ

　津田地区と四和地区がお互いに支えあって活動していこうと、「津田・四和ふれあいまちづくりの会」が設立したのが平成１９年です。このとき、最初の事業として取り組んだのが、この大虫の枝垂れ桜の保全活動でした。　治療を施してからは、みるみるうちに元気になりました。しかし、取りかかるのがあと数年遅れていたら、どうなっていたか分かりません。　作業には、時間や手間が掛かりましたが、みんな手弁当で参加してくれました。そのことがコミュニティーにとって良かったと思っています。何より、この桜に自分が携わったという意識が生まれたことが、一番の成果ではないでしょうか。　今後のコミュニティー活動において手本となる活動ができたと思っていますし、今度も絶えず施肥や管理を通じて、見守っていきたいと思っています。　また、津田・四和地区には、十王堂や重なり岩など、歴史的にも貴重な地域の財産がたくさんあります。それらを磨いて地域の魅力を発信していきたいと思っています。

　桜の寿命は長く、損傷などがな

ければ何百年と成長を続けます。

しかし長い間、風雪に耐えてきた

せいか、幹に大きな空洞ができ、

そこから幹が腐食していました。

樹木医も加わり、必死の延命治療

の結果、ようやく持ち直しました。

　枯れ枝の処理や施肥はもちろん、

大きな処置は土壌改良でした。長

年にも渡って踏み固められた地面

を畑のような空気を含んだ土に変

えていきました。ロープを張り、

今後も根元付近に立ち入れないよ

うにしています。また、鉄パイプ

の支柱を、樹木を傷つけないやわ

らかい木製のものに交換しました。

　老木のため、油断はできません

が、これからの未来は明るいと思

います。
　雪の多い大虫で、３００年もの

間、これだけの姿を残し続けてて

いることは、すばらしいことだと

思います。わたしたちが携わって

いるのは、この桜にとって長い長

い一生のうちのほんの少しの期間

ですが、そのことをうれしく思っ

ています。何より自然の力、そし

て先人の想いに感謝をしています。

津田・四和ふれあい
まちづくりの会　会長

ふるた・まさき　　　
古田　正貴さん

津田・四和ふれあいまちづくりの会ふれあい文化部会　部会長　　ながと・ひでふみ　　　長門　秀文さん

　今は大虫を離れて住んでいますが、時々帰ってき
ては下刈りなど手入れをしています。小さい頃から当
たり前のようにそこにあったので、子どもの頃はそれ
ほど桜に関心はありませんでした。しかし、大人にな
るとやはり感慨深いものがあります。
　地域の皆さんにこうして大事にしていただいている
ことに本当に感謝しています。これからも、皆さんと
協力して大事にしていきたいと思います。

枝垂れ桜の所有者
おかもと・ただゆき　　

岡本　忠之さん
（河津原）

昭
和　

年
４
月
に
撮
影
さ
れ
た
枝

３４

垂
れ
桜
と
岡
本
さ
ん
一
家
。　

年
５５

前
も
、
今
と
変
わ
ら
な
い
幹
の
太

さ
が
う
か
が
え
る
。

写真＿１　静かな山里の大虫に佇む枝垂れ桜。樹
齢３００年とも言われ、昭和６２年２月、旧佐伯町当
時、町指定の天然記念物に指定（現在市指定）。
４月１４日撮影。　写真＿２　治療の結果、腐食し
た幹の中に、「カルス」と呼ばれる傷の癒傷組織が
できた。長門さんは「古木であっても、傷口に新
しい皮ができ、自分の体を守ろうとしているんです。
自然の力はすごいパワーを秘めています。だから
こそ、人を集めることができ、人を動かすことがで
きるんです」と話す。

1

2
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特集　ふるさと―



を起こせ―風夏祭りも途絶えた。

　年後の大虫はどうなっているのだろうか―。

１０離れて暮らす誰もが同じ気持ちだった。

「今、行動を起こさなければ、いつやるのか」

元住民が立ちあがった―。

　「大虫から離れ、帰ってくることもままならない人々が、帰るきっかけになれば。そして、昔は普通に存在した、人と人との絆のようなものを想い出すきっかけになれば」との思いでこのまつりを企画しました。　その思いに多くの方が賛同してくださ

り、ここまで大きなまつりができたことをうれしく思っています。多くの人に大虫を訪れていただいて、大虫の人と交流し、つながりができてほしいと願っています。今回を新たなスタートとし、来年以降も盛り上がるまつりにしたいと思っています。

ここが新たなスタート。来年以降も続け、大虫の活性化に―。 大虫さくらまつり　発案者

いとう・さとみ
伊藤　里美さん

大虫の民話　おそめ桜
大虫に住む勝助と、助藤に住むおそめが恋に落ち、やがて夫婦となる。しかし、おそめは名主の目にとまり、嫁に
来いと要求。勝助はおそめを寺に隠すが、それを知った名主は勝助を殺してしまう。おそめは悲しみのあげく大蛇
となり、名主の家を焼き払う。敵打ちを果たした大蛇のおそめは一本の枝垂れ桜の苗を寺に残した。その寺の跡
が現在の観音堂であるとされている。写真＿１　枝垂れ桜の前で、おそめが勝助との子、「お花」に「この里を
花いっぱいにしてほしい」と願いを託し、敵打ちに向かう場面。大虫に伝わる民話を「劇団あじさい」がアレンジ。
写真＿２　観客からは、大きな拍手が鳴り響いた。　写真＿３　敵打ちに向かうおそめの姿は、迫力の演技。1
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かつての賑わいを、今、取り戻せ―底力

この地を絶やさない―

　昨年　月に、地元佐伯高校の文

１１化祭で大虫の枝垂れ桜にまつわる

伝説をもとに創られた「おそめ桜」

という劇が演じられた。「父が大虫

出身なので、それを見に行ったの

がきっかけです」と話すのは、ま

つりの発案者の伊藤里美さん。

　伊藤さんは、「その劇を大虫に

今も住んでいる人たちや、街に出

ている人たちと一緒に、枝垂れ桜

の下で見たい」との思いから、劇

を指導した「劇団あじさい」の代

表前田幸子さんに連絡。前田さん

も快諾した。
　第１回実行委員会は　月に開催
１２

され、大虫出身者だけではなく、

各地域からも参加。共通の思いは

「桜をめでて大虫を活性化し、この

地を絶やさないこと」だった。

　新聞にも取り上げられたことか

ら、問い合わせも多く、「わたしの

田舎も一緒だよ。頑張って」と励

まされることもあったという。

　そうして迎えた４月　日。当日
２１

は小雨も午前中で上がり、遠く 

は大分から駆け付けた参加者もい 

た。　ステージでは、大虫出身者が属

するウクレレやオカリナ、合唱や

劇など披露された。ステージの最

後には、「虹色リボン」の演奏に

よる合唱で「ふるさと」をみんな

で歌い、中には涙ぐむ人もいた。

大虫さくらまつり実行委員会

実行委員長
さいとう・しんじ

斉藤　真治さん
　何もしなければ、１０年先の状況が簡単に想像できてしまいます。地域の人と一体となって何かできないか。手探りの状態からのスタートでした。　「まつりをしたから大虫が活性化する」、そんな簡単なものではありませんが、「できることは何でもやろう」そんな気

持ちでみんなが取り組みました。　大虫には桜がある。今では老木となってしまいましたが、ここで暮した人々の笑顔と歴史を知っているこの桜の前で、まつりができたこと、そしてたくさんの人に来ていただいたことをを本当にうれしく思います。

大虫には桜がある。それを誇りに―。

劇団あじさい代表
まえだ・さちこ

前田　幸子さん
　伊藤さんからの依頼を受け、２つ返事で受けたという前田さん。「民話に出てくる山や桜の前で、実際に演じるところに意味があるんです」と話す。　劇は、悲しすぎる話にならないよう民話をベースに多少アレンジを加えているとのこと。　団員は現在１０人。最高齢は７８歳だそうで、同じまちに生まれて「こんな話もあったのか」と子どもたちにも知ってほしいと活動を続けている。「その地で語り継がれてきた民話を知ることによって、ふるさとを大事にする気持ちがより大きくなると信じています」と話してくれた。

話に出てくる山や桜の前で、

実際に演じるところに意味があるんです
なるたか・ひでお鳴高　秀雄さん（76歳）

　大虫で別荘暮らしをしている鳴高さん。２５年くらい前
に古民家を買い取り、自分流に改装した。週に２・３日
夫婦で大虫に泊まっては、趣味のステンドグラスや表装
づくりに励んでいる。
　「田舎に憧れがありました。大虫の方々にはよくしてい
ただいており、本当に感謝しています」と話す。まつり
の当日は、自宅をギャラリーとして開放し、まつりを盛
り上げた。

天気もなんとか持ちこたえて、普段見ることができないものも見れました。これだけの人が大虫に来てくれるのはめったにないこと。本当にありがたいことです。

かわぐち・やえこ
川口 ヤエコさん

（大虫・　歳）94
―Interview―　大虫の人に聞きました

大虫で、自分流の生き方を―

写真＿４　大虫出身者もメンバーの横光ウクレレクラブ・牛田早稲田グループの皆さん。　写
真＿５　体験コーナーでは、陶器に柄のシールを張って彩るポーセラーツや、ハンドマッサー
ジなど普段体験できない催しも行われた。写真は、ポーセラーツ体験。　写真＿６・８・９　
「虹色リボン」の皆さんの演奏で「ふるさと」「今日の日はサヨウナラ」を参加者と一緒に合唱。
会場は、手拍子とともに、大きな歓声に包まれた。　写真＿７　バザーコーナーも地域の人が
支えた。ちらし寿司や焼き鳥などが販売され、訪れた人のおなかを満たした。　　写真＿１０　
会場のあちこちには、たくさんのかかしたちが。かかしもまつりを盛り上げた。
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ここ大虫では、離れて暮らしている人も含めて、家族みたいなものです。今までずっと助け合って生きてきました。田んぼも畑もありますし、ここを離れることはできませんね。

かわぐち・あつえ
川口 アツエさん

（大虫・　歳）85
　　年以上大虫に住んでいる川口

７０アツエさんは、「これだけたくさん

の人がよく集まってくれ、楽しい

一日を過ごせました。関係者の方

は、さぞ大変だったことと思いま

す」と話す。
　出演者・関係者・参加者合わせ

て約４００人という人が大虫に集

まり、ふるさとの繁栄を願うまつ

りは大盛況のうちに幕を閉じた。

　この「大虫さくらまつり」の様子は廿

日市市市民活動センターのホームペー

ジ、「マンスリーＤＶＤ※」で見ること

ができます。
※マンスリーＤＶＤ　市民活動団体や、

市内５地域の特色ある取り組みや、

イベントの様子を収録した５分程度

のＤＶＤ。貸し出しもしています。

詳しくは、市民活動センター緯荏３７４１まで問い合わせてください



　

本
市
の
人
口
は
、
約　

万
人
。
市

１２

域
面
積
は
４
８
９
・　挨
で
す
。
佐

３６

伯
・
吉
和
を
中
心
と
し
た
中
山
間
地

域
の
面
積
は
市
域
全
体
の
約
７
割
を

占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
人
口
で
見

る
と
約
１
割
で
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
全
体
で
見
て
も
同

じ
こ
と
で
、
国
土
保
全
と
食
糧
供
給

な
ど
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
過
疎
・
中
山
間
地
域
は
、
国
土
の

約
７
割
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、

人
口
は
約　

％
で
す
。

１４

　

過
疎
・
高
齢
化
と
い
う
深
刻
な
課

題
を
抱
え
る
中
で
、
今
一
度
、
こ
の

数
字
が
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭

に
、
そ
の
振
興
策
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
過
疎
・

高
齢
化
の
問
題
に
対
し
て
、「
こ
れ

を
す
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
う
特
効
薬

は
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

事
実
、
中
国
地
方
で
も
多
く
の
集

落
が
無
人
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
市
に
お
い
て
も
、　

世
帯
未
満
で

２０

住
民
の
半
数
以
上
が　

歳
を
超
え
た

６５

「
限
界
集
落
」
は
山
間
部
の
佐
伯
、

吉
和
地
域
を
中
心
に
平
成　

年
時
点

２１

で　

カ
所
あ
り
ま
す
。

１３

　

し
か
し
、
過
疎
・
高
齢
化
と
い
っ

た
問
題
は
、
中
山
間
地
域
だ
け
の
こ

と
で
は
な
く
、
現
在
、
沿
岸
部
の
団

地
で
も
同
じ
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
は
、
広
島
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
発
展
し
、
住
宅
団
地
の
造

成
に
よ
る
人
口
の
流
入
に
支
え
ら
れ

急
増
し
て
き
ま
し
た
。
同
じ
時
期
に

入
居
し
た
人
た
ち
が
年
を
取
り
、

「
坂
が
あ
る
」「
車
の
運
転
が
で
き
な

く
な
る
」
と
い
っ
た
背
景
か
ら
、

「
交
通
・
買
い
物
・
医
療
」
と
い
う

日
常
生
活
、
ま
つ
り
や
行
事
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
ま
で
困
難
に

な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
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そ
う
い
っ
た
中
、
市
で
は
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
や
、
地
域
支
援
員

を
配
置
し
、
地
域
の
活
性
化
・
交
流

拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
で
は
、　

人
の
入
居
希
望
者
に

２５

対
し
、
４
件
の
物
件
登
録
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
入
居
希
望
者
の
多
く

は
、
田
舎
暮
ら
し
を
求
め
て
田
畑
の

あ
る
物
件
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

過
疎
地
に
お
い
て
は
、
新
し
く
定

住
す
る
人
が
地
域
の
起
爆
剤
に
な
り

ま
す
。
こ
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、

ま
だ
ま
だ
過
疎
地
域
の
活
性
化
の
糸

口
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら

せ
る
こ
と
。
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
は
、
ま
ず
住
民
自
身
が
元
気
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

元
気
な
地
域
に
は
、
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
人
や
自
然
、
文
化
的
資
源
は

地
域
の
宝
で
す
。
そ
う
い
っ
た
地
域

の
宝
に
磨
き
を
か
け
て
、
地
域
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

何
よ
り
、
多
く
の
人
が
行
っ
て
み

た
い
と
思
う
魅
力
的
な
地
域
と
は
、

「
地
元
の
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
暮

ら
し
て
い
る
場
所
」
な
ん
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
何
か
を
や
ろ
う
と

「
ざ
わ
ざ
わ
」
し
て
い
る
。
そ
ん
な

地
域
に
す
る
こ
と
で
、
新
し
く
何
か

が
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

過疎地では、「人」が地域の起爆剤。しかし、空き家バンクの登録では、２５人の定住希望に対して、４件の登録しかないんです―。
廿日市市　経営政策課　　いいお・こういち　　　　飯尾　公一主任

展望
明るい未来へ向けて―

過疎・高齢化の問題に対して、

『これをすれば大丈夫』という特効薬はないのが現状。

さらに、この問題は、中山間地域だけの話ではない。

沿岸部の住宅団地も同じ課題を抱えている。

地域の再生に向け、何が必要なのか。どうすればいいのか―。

ができるのか何地域再生のために
　「盆や正月に若者が帰ってこ

ない…」。忍び寄る高齢化や過

疎に「 結 い」の力で立ち向かっ

ゆ
た地域がある。岩手県二戸市浄

法寺町門崎地区だ。市の中心部

から約　灼離れた場所に位置す
２５る　戸の小さな集落。「なぜ、

１９若い世代が出て行ったきり、

帰ってこないのか」。住民は頻

繁に会議を開いた。

「汲み取りトイレだった」

　孫は怖がる、都会育ちのお嫁

さんは便秘になる、遠くの水洗

トイレまで行って用を足す。ト

イレが怖いというのが、１年か

けて出た結論だった。

　当時、地区には下水道の整備

計画がなく、役場に陳情。しか

し、財政が厳しい折、実現は見

通しが立たなかった。

　「だったら自分たちで下水道

を引こう」。平成８年、住民た

ちは「　世紀に向けたむらづく

２１り　カ年計画」をまとめ、「門

１０崎むらづくり推進協議会」（佐

藤幸作会長）を立ち上げた。会

には　世帯全戸が加入。計画に

１９は下水道の整備のほか、公園な

どの整備も盛り込まれた。

　住民の中に土木工事や水道工

事の経験者がいたことが幸いし

た。重機などはレンタルし、自

ら作業を行うことで経費を抑え

た。費用は各戸からの月５千円

の積み立てのほか、市の補助金

を充てた。
　「参加できる人は、参加でき るときに、できることをする」。

共同作業は決して強要せず、作

業が終われば必ず反省会を行い、

労をねぎらった。
　そうして計画から　年経った
１０

とき、　戸すべてのトイレが水

１９洗化された。
　また、バス待合所、温泉付き

集会所、炭焼き小屋、児童公園

なども作った。子供たちが帰っ

てきてくれても、盆は農繁期で

遊んでやれない、冬は雪で遊べ

ないといった問題を解消するた

めだった。
　こうした努力が実を結び、若

い世代が帰省するようになり、

Ｕターンする家族も増えた。門

崎の人たちは、飲んで食べる反

省会を楽しみにしている。若い

人たちも、その楽しそうな姿を

見て次々と参加する。そのなか

でまた次のアイデアも出てくる

という。
　門崎には、行政に頼り切らな

い本物の地域主権の姿がある。

その取り組みは「住民による住

民のための地域づくり」のモデ

ルケースとして、全国から注目

されている。

空き家バンク
　

市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用

を
通
し
て
、
市
民
と
市
外
居
住
者

な
ど
の
交
流
拡
大
や
定
住
促
進
に

よ
る
地
域
の
活
力
維
持
を
図
る
た

め
、
平
成　

年
度
か
ら
空
き
家
バ

１９

ン
ク
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
を
提
供

（
売
却
・
賃
貸
）
し
た
い
人
と
、

住
み
た
い
人
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
対
象

物
件
は
、
現
在
、
過
疎
・
中
山
間

地
域
に
限
定
せ
ず
、
団
地
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
空
き
家
対
策
な
ど

の
実
態
も
踏
ま
え
、
市
域
全
域
を

対
象
に
物
件
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

空
き
家
を
持
ち
、
売
却
・
賃
貸

を
考
え
て
い
る
人
は
、
経
営
政
策

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

空き家改修補助金制度の創設

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

物
件
を
買
っ
た
、
ま
た
は
借
り
た
、

貸
し
た
人
を
対
象
に
、
４
月
か
ら

建
物
の
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
詳

ニ
ュ
ー
ス
や
地
域
資
源

の
紹
介
な
ど
、
吉
和
地

域
の
情
報
発
信
に
務
め

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

支
援
員
の
取
り
組
み
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
団
体
を

は
じ
め
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
支

援
・
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

佐伯地域への拡充
　

吉
和
地
域
に
続
い
て
、
今
年
度
、

佐
伯
地
域
に
地
域
支
援
員
の
配
置

を
予
定
。
佐
伯
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域

が
元
気
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

地域支援員
　

市
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

な
ど
の
進
行
が
著
し
い
過
疎
・
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
地
域
内
外

の
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地

域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
活
動

を
す
る
、
地
域
支
援
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
か
ら
吉
和
地
域
に
地

２３

域
支
援
員
を
１
人
配
置
。
各
戸
訪

問
に
よ
る
集
落
の
実
態
調
査
の
ほ

か
、
地
域
全
体
を
使
っ
て
、
自
宅

の
一
部
を
開
放
し
、
作
品
展
示
な

ど
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
、「
お
さ
ん

ぽ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
実
施
な
ど
、

人
と
人
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
を

育
む
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
刊
誌
「
吉
和
も
り
だ

よ
り
」
を
発
行
し
、
四
季
折
々
の 新規農業経営者研修生募集

　

市
で
は
、
意
欲
と
希
望
を
持
っ

て
農
業
経
営
を
目
指
す
若
い
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。
軟
弱
野
菜
を

対
象
に
、
栽
培
技
術
や
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
実
地
な
ど
で
学
び
、
地

域
の
方
々
と
協
働
し
て
こ
れ
か
ら

の
市
の
農
業
の
担
い
手
に
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

研
修
期
間
は
２
年
間
。
申
込
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一番大事な地域資源は『人』地域への交流拡大へ向けて問合せ　経営政策課緯運９１１９
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ヨソ者の視点が、地域を変える地域の活性化に向けて問合せ　経営政策課緯運９１１９
新しい農業者が、地域に風を起こす農業で地域おこし問合せ　農林水産課緯運９１４３各戸訪問により、集落の実態調査を行う地域支援員の吉冨有美さん（写真左）

吉和地域の情報が詰まった「吉和
もりだより」。3カ月に1回発行。特集　ふるさと―

市の取り組みを紹介します

トイレが怖い…問題点を突き詰めた門崎地区にヒントがある先進地に学ぶ 平成２４年度農林水産祭村づくり部門で天皇杯を受賞した岩手県二戸市 浄法寺 町 門崎 地区じょうぼうじ かんざき

現在では、女性や子どもたちの笑顔が絶えない門崎地区 取材協力　岩手県二戸市情報管理室　工藤詩麻さん広報はつかいち11 2013.6.1



　
「
農
薬
を
使
わ
な
い
安
全
な
食
べ

物
を
こ
の
子
に
に
食
べ
さ
せ
た
か
っ

た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
畑
が
付
い
て

い
る
一
軒
家
を
探
し
て
い
ま
し
た
」

そ
う
語
る
の
は
、
奥
さ
ん
の 
瑞
穂 
さ

み
ず
ほ

ん
。「
口
に
す
る
も
の
が
体
を
作
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
ま
ず
食
べ
る
も
の

か
ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

瑞
穂
さ
ん
は
、
大
学
院
ま
で
生
物

工
学
を
専
攻
し
、
微
生
物
を
研
究
。

前
の
会
社
で
は
臨
床
検
査
の
仕
事
に

従
事
し
て
い
た
。
そ
し
て
３
月
か
ら
、

佐
伯
に
あ
る
会
社
に
研
究
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
る
。

　
「
実
は
、
就
職
の
方
が
住
む
家
よ

り
も
先
に
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
」

と
笑
っ
て
話
す
。
そ
の
勤
務
先
か
ら

無
理
な
く
通
え
る
と
こ
ろ
を
探
し
て

い
た
が
、
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、
栃

木
に
帰
る
飛
行
機
の
時
間
が
迫
る
中
、

偶
然
大
虫
の
空
き
家
を
借
り
る
こ
と

が
出
来
た
そ
う
だ
。

　

瑞
穂
さ
ん
が
勤
め
に
出
て
い
る
間
、

家
事
や
育
児
を
担
当
す
る
の
は 
泰
久 

や
す
ひ
さ

さ
ん
だ
。「
も
と
も
と
料
理
も
好
き

で
し
た
し
、
妻
の
お
弁
当
も
作
り
ま

す
よ
」
と
、
泰
久
さ
ん
。
昼
休
憩
に

は 
楓  
羽  
太 
く
ん
の
授
乳
の
た
め
、
瑞

ふ 

う 

た

穂
さ
ん
の
会
社
に
向
か
う
。
ヨ
ガ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
持
ち
、

栃
木
で
は
書
道
教
室
を
開
い
て
い
た
。

過
去
に
は
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
も
手
掛
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

「
子
育
て
が
落
ち
着
い
た
ら
、
い
ろ

い
ろ
と
始
め
た
い
で
す
」
と
話
す
。

　
「
大
虫
で
の
生
活
を
選
ん
だ
の
は
、

二
人
と
も 
塩
見  
直
紀 
さ
ん
の
著
書

し
お
み 

な
お
き

『 
半
農  
半  
Ｘ 
と
い
う
生
き
方
』
に
感

は
ん
の
う 
は
ん 
え
っ
く
す

銘
を
受
け
た
か
ら
な
ん
で
す
。
半
自

給
的
な
農
業
と
自
分
の
や
り
た
い
仕

事
を
両
立
さ
せ
る
。
そ
ん
な
暮
ら
し

が
、
こ
こ
な
ら
実
現
で
き
る
と
思
い

ま
し
た
」。

　

３
０
０
坪
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
畑

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
作
り
た
い

と
話
す
二
人
。
特
に
瑞
穂
さ
ん
は
お

父
さ
ん
も
飼
っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ホ

ン
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
い
た
い
と
話
す
。

　
「
ミ
ツ
バ
チ
を
集
め
よ
う
と
箱
に

ハ
チ
ミ
ツ
を
置
い
て
い
た
ら
、
小
動

物
に
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
野
菜
も
含

め
て
動
物
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に

す
る
工
夫
が
必
要
な
ん
だ
と
分
か
り

ま
し
た
」。
実
際
に
大
虫
で
は
、
イ

ノ
シ
シ
、
イ
タ
チ
、
サ
ル
や
時
に
は

ク
マ
も
で
る
と
い
う
。

　
「
家
族
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い

の
で
、
テ
レ
ビ
は
見
な
い
で
す
ね
。

情
報
収
集
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
い
ま
す
」。
楠
田
家
の
こ

だ
わ
り
の
生
活
が
そ
こ
で
始
ま
っ
て

い
た
。「
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ

と
が
よ
う
や
く
形
に
な
り
ま
し
た
。

あ
と
は
ぶ
れ
ず
に
進
む
だ
け
で
す
」。

　
「
大
虫
の
人
は
、
み
ん
な
肌
が
き

れ
い
で
、
素
敵
に
年
を
取
ら
れ
て
き

た
の
が
伺
え
ま
す
。
お
漬
物
を
い
た

だ
い
た
り
、
お
野
菜
を
い
た
だ
い
た

り
と
、
と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
の
人
は
他

に
い
な
い
の
で
、
出
来
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
何
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

　
「
こ
の
子
に
も
友
達
が
欲
し
い
の

で
、
同
じ
よ
う
な
家
族
が
大
虫
に
増

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」。
そ
う

話
す
二
人
だ
が
、
学
校
や
病
院
な
ど

が
遠
い
田
舎
で
の
生
活
に
不
安
が
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　

し
か
し
、「　

歳
を
超
え
た
お
ば

９０

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
こ
こ
で
一
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も

き
っ
と
や
っ
て
い
け
る
と
信
じ
て
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
答
え
た
。

　
「
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
も
、
も

ち
ろ
ん
そ
う
で
す
が
、
楓
羽
太
に

と
っ
て
は
、
こ
の
大
虫
の
景
色
や
、

人
の
温
か
さ
、
そ
の
す
べ
て
が
『
ふ

る
さ
と
』
で
す
。
い
つ
か
大
き
く

な
っ
た
と
き
、
き
っ
と
心
の
支
え
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」。

大虫橋から、大虫川上流を望む。自然豊かな大虫地区。通いで農業をしている人も多い。てれ惚に虫大

12広報はつかいち2013.6.1

希望の光
人口５人の大虫に新しい希望の光が差し込んだ。

３月からこの大虫で生活を始めた、楠田さん一家。

これまで栃木県で生活していたが、

瑞穂さんの実家がある広島で、田舎暮らしをしようと決断。

その思いを聞く―。 紡ぐ
新しい手から紡ぎだされるものは、やがて長く、切れない糸となる―

広報はつかいち13 2013.6.1

ここが、ふるさと―。

わたしたちは、
新しいふるさとを手に入れました。

特に、この子にとっては、

ここが唯一無二のふるさと――。

家に帰るまでの坂道、山々の景色、

食べ物、人の温かさ、

そして駆け回って遊ぶであろう、

裏山や、小川―。
この子が大きくなったとき、

そのすべての記憶が、人生の支えとなるはずです。

泰久さんは栃木県生まれ、栃木県育ち。瑞穂さんは１８歳まで広島市で生活。実家は佐伯区。当初、井戸の水が出ず、ボーリングしてようやく使えるようになったという。瑞穂さんが仕事から帰ったら、泰久さんが家の修理を始めるといい、「ようやくリフォームが終わったばっかりで、まだ片付けが終わってないんです。毎日少しずつ片付けています」と二人は笑って話す。ゴミを出さない循環型の生活を目指し、「将来はヤギなども飼ってみたいですね」と話す。

くすだ・やすひさ
楠田　泰久さん（　歳）３０
　　　　　　ふうた

　　　楓羽太くん（　カ月）１１

　　　　　　みずほ

　　　瑞穂さん（　歳）３１

特集　ふるさと―



　

大
虫
で
生
ま
れ
て
、
大
虫
に
嫁
い

だ
斉
藤
チ
エ
コ
さ
ん
。
平
成
５
年
に

ご
主
人
さ
ん
を
亡
く
し
、
現
在
一
人

暮
ら
し
。
子
ど
も
６
人
を
生
み
、
孫

は　

人
い
る
そ
う
だ
。

１５

　

夕
方
に
な
る
と
斉
藤
さ
ん
の
家
か

ら
は
五
右
衛
門
風
呂
の
煙
が
上
が
る
。

「
み
ん
な
が
ま
き
を
持
っ
て
き
て
く
れ

る
の
で
、
ま
き
に
困
る
こ
と
は
な
い

よ
」
と
笑
っ
て
話
す
。 
炭
団 
と
呼
ば

た
ど
ん

れ
る
燃
料
も
見
せ
て
く
れ
た
。

　
「
母
は
昔
か
ら
泣
き
ご
と
を
言
わ

な
い
強
い
人
で
し
た
。
今
で
も
料
理

や
風
呂
な
ど
も
自
分
で
し
て
い
ま
す
」

と
斉
藤
さ
ん
の
娘
で
あ
る
高
谷
月
子

さ
ん
は
話
す
。

　
「
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
を
植
え
て
、

自
分
で
こ
ん
に
ゃ
く
も
作
っ
て
る

よ
」
と
話
す
斉
藤
さ
ん
。
し
か
し
、

畑
に
も
精
を
出
す
が
、
一
人
で
は
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
近
所

の 
山
本  
善
則 
さ
ん
が
手
伝
っ
て
く
れ

や
ま
も
と 

よ
し
の
り

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
「
畑
や
、
冬
の
雪
か
き
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
の
で
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
」
と
斉
藤
さ
ん
。

　

山
本
さ
ん
は
、「
大
虫
で
は
昔
か

ら
助
け
合
っ
て
生
き
て
き
た
、
困
っ

て
い
る
人
が
い
れ
ば
手
伝
い
助
け
合

う
の
は
当
然
の
こ
と
」
と
話
す
。

　

車
を
運
転
で
き
な
い
斉
藤
さ
ん
の

買
い
物
を
支
え
て
い
る
の
が
、
移
動

販
売
を
し
て
い
る
水
田
さ
ん
夫
婦
だ
。

週
に
一
度
、
自
宅
ま
で
来
て
く
れ
る

と
い
う
。
ご
主
人
の
水
田
正
男
さ
ん

は
「
斉
藤
さ
ん
の
好
き
な
も
の
は
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
す
。
仕
入
れ
の
と

き
か
ら
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
す

よ
」
と
話
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
応

じ
て
く
れ
る
の
で
、
斉
藤
さ
ん
は

「
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」

と
感
謝
す
る
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、「
昭
和　

年
の
豪

３８

雪
の
後
、
み
ん
な
こ
こ
を
出
て
行
っ

た
が
、
子
ど
も
が
い
た
の
で
出
ら
れ

な
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
「
こ
こ
で
生
ま
れ
て
、
こ
こ
で

育
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
嫁
ぎ
、
こ

の
歳
ま
で
生
き
た
。
こ
の
大
虫
か
ら

出
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
こ
こ
を
離

れ
た
く
な
い
よ
」。

　

助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
生
き
て

き
た
大
虫
の
人
た
ち
。
現
在
も
、
そ

の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

大虫で生まれて、大虫で育った

ここから、離れたくはないよ――。

１５年以上前から移動販売で、買い物弱者を
支えてきた水田正男さん（左）と、美保子
さん（右）。佐伯地域だけでなく山口県方面
も回るという。「昔の人には習うことがたく
さんあります。お客さんの笑顔に出合えるこ
とが何よりです」と話す。

山本善則さん（７５歳）は、昭和３１年に
大虫を出たが、９年前から大虫で暮らし
ている。「昔の大虫はたくさんの人が住
んでいました。まつりではみんなが帰っ
てきてくれてうれしいですね。昔を思い
出します」と話してくれた。

さいとう・ちえこ
斉藤　チエコさん

（大虫・　歳）95

日常
今、ここにある当たり前の一日。この場所で、生きていく―

ステージ出演者、スタッフ、参加者を含めての集合写真。「大虫にこれだけの人が集まったのは、初めてではないだろうか」とスタッフの一人は話してくれた。

「またやろうや」。
まつり会場に集まった人が、誰となく口にした。

感動は、強い記憶となって人の心に刻まれる。

そして、その記憶が、次の行動へとつながっていく。

地域での感動体験―。

それを仕掛ける人の存在。

どこの地域でも可能性はあるはずだ。

ここが 転換点 ―。
ターニング・ポイント

多くの地域で抱える過疎・高齢化問題。

しかし、地域への眼差しが、地域を守っていく。

「うちの地域には何もない」と諦めればそれまで。

だけど、ちょっとだけ視点を変えて、周りを見てみよう。

きっとそこには、地域を輝かせる

ダイヤの原石が転がっているはずだ――。

特集　ふるさと―／終わり
参考文献『助藤小学校百年のいしぶみ』　発行者　助藤小学校百周年記念事業推進委員会『佐伯町誌』　編集　佐伯町誌編集委員会
広報はつかいち15 2013.6.1



住宅リフォーム費用の補助（第１回募集）問合せ　建築指導課緯運９１９１
　

市
内
の
建
築
関
連
業
者
に
よ
り
、
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
、
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

・
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

（
住
宅
部
分
が
２
分
の
１
以
上
）

・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
同
住
宅
の
住
戸

対
象
と
な
る
工
事

・
市
内
の
建
築
関
連
業
者
が
工
事
す
る

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
修
繕
、
補
修
、

増
改
築
な
ど
）
で
あ
る
こ
と

・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
費
用（
消
費
税

を
除
く
）が　

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

３０

・
補
助
金
交
付
決
定
後
、
工
事
着
手
し
、

平
成　

年
２
月
末
ま
で
に
工
事
完
了

２６

す
る
も
の

申
込
資
格

・
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

・
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
本
事
業
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

事
業
費
（
今
回
分
）
２
５
０
万
円

※
補
助
金
交
付
は
事
業
費
の
範
囲
内
で

行
う
た
め
、
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

補
助
内
容

・
補
助
金
は
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

要
す
る
費
用
（
消
費
税
除
く
）
の　
１０

％
に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満
切
り

捨
て
）で
１
件
当
た
り　
万
円
が
上
限

２０

申
込
用
紙
配
布
時
期
・
配
布
場
所

・
６
月
３
日俄
～
７
月　

日我１７
・
市
役
所
６
階
建
築
指
導
課
お
よ
び
各

支
所
建
設
担
当
で
配
布
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可

受
付
期
間　

７
月
３
日我
～　

日我１７受
付
場
所　

市
役
所
６
階
建
築
指
導
課

お
よ
び
各
支
所
建
設
担
当

※
詳
し
く
は
建
築
指
導
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
今
年
度
は
、
２
回
の

募集を予定。第２回目の受け付

けは　月ごろです
１１

Topics

16広報はつかいち2013.6.1

対
象
と
な
る
建
物

・
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
建
築
さ

５６

３１

れ
た
木
造
２
階
建
て
以
下
の
住
宅
な

ど
を
構
造
評
点
が
１
・
０
以
上
と
な

る
よ
う
に
改
修
工
事
を
行
う
こ
と

・
補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
着
手
し

平
成　

年
２
月
末
ま
で
に
工
事
完
了

２６

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

募
集
戸
数　　戸（先着順）　
１０

補
助
内
容

・
補
助
額
は
、
耐
震
改
修
工
事
に
要
す

る
経
費
の　

％
に
相
当
す
る
額
で
１

２３

件
当
た
り　

万
円
を
上
限
。
併
せ
て

３０

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
（　

万
円
以
上
）

３０

を
行
う
場
合
に
は
、
要
す
る
経
費
の

　

％
に
相
当
す
る
額
で
１
件
当
た
り

１０
　

万
円
を
上
限
と
し
て
上
乗
せ

２０
受
付
期
間　
６
月
３
日俄
～　

月　

日牙１０３１申
込
用
紙
配
布
・
受
付
場
所　

　

市
役
所
６
階
建
築
指
導
課

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

木
造
住
宅
の
所
有
者
な

ど
に
対
し
、
耐
震
改
修
工

事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
工
事
と

併
せ
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
う
場
合
は
補
助
の
上

乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

木造住宅の耐震改修工事費の補助問合せ　建築指導課緯運９１９１
平成２５年度から適用される個人住民税（市県民税）の税制改正問合せ　課税課緯運９１１３

新契約に係る控除額 生命保険料控除額支払保険料の金額 支払保険料の金額１２，０００円以下 支払保険料の金額×２分の１×６，０００円１２，０００円超３２，０００円以下 支払保険料の金額×４分の１×１４，０００円３２，０００円超５６，０００円以下 ２８，０００円５６，０００円超旧契約に係る控除額 生命保険料控除額支払保険料の金額 支払保険料の金額１５，０００円以下 支払保険料の金額×２分の１×７，５００円１５，０００円超４０，０００円以下 支払保険料の金額×４分の１×１７，５００円４０，０００円超７０，０００円以下 ３５，０００円７０，０００円超

生命保険料控除の制度が変わりました改正後の生命保険料控除の限度額全体の適用限度額　所得税１２万円・住民税７万円 個人年金保険料控除 所得税４万円・住民税２．８万円介護医療保険料控除 所得税４万円・住民税２．８万円一般生命保険料控除 所得税４万円・住民税２．８万円新制度 平成２４年 以後の契約 （Ｃ）（Ａ）
個人年金保険料控除所得税５万円・住民税３．５万円一般生命保険料控除所得税５万円・住民税３．５万円旧制度平成２３年以前の契約 （Ｄ）（Ｂ）（Ａ）＋（Ｂ）および（Ｃ）＋（Ｄ）の場合の適用限度額は、所得税４万円、住民税２．８万円※平成２４年１月１日以後に更新または特約を追加したものも新契約に含みます

＋＋ ＋＋

平成２６年４月１日採用予定の廿日市市職員を募集します問合せ　行政事務英、衛・技術（土木、建築）・保健師・保育士について　人事課緯運９１２４　　　　　　　消防について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防本部総務課緯運９２３１

Topics

日
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引

続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
５
月
に
新
た
に
児
童
手
当

の
手
続
き
を
し
て
６
月
分
か
ら
支
給
開

始
と
な
る
人
や
、
５
月　

日
ま
で
に
転

３１

出
な
ど
に
よ
り
資
格
喪
失
と
な
っ
た
人

は
提
出
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
に

２５

転
入
さ
れ
た
人
は
平
成　

年
度
（
平
成

２５

　

年
中
）
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

２４（
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登

２５

録
地
の
市
区
町
村
で
発
行
）

申
請
受
付
窓
口

　

申
請
は
郵
便
の
ほ
か
、
市
役
所
１
階

児
童
課
お
よ
び
各
支
所
市
民
福
祉
グ

ル
ー
プ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
６
月
上

旬
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

５
月
時
点
で
既
に
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
６
月
末

ま
で
に
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１

児童手当は、６月中に現況届の提出が必要です問合せ　児童課緯運９１５３介護保険負担の軽減問合せ　高齢介護課緯運９１５５
し
た
際
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
は
別

に
居
住
費
・
食
費
が
必
要
で
す
。

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
に
は
、
こ

の
居
住
費
・
食
費
が
軽
減
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

※
所
得
に
応
じ
て
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す

※
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
へ
の

申
請
が
必
要
で
す

※
現
在
、
負
担
の
軽
減
を
受
け
て
い
る

人
も
、
毎
年
７
月
に
更
新
の
手
続
き

が
必
要
で
す

負
担
軽
減

　

介
護
保
険
施
設
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
含
む
）
に
入
所

広報はつかいち17 2013.6.1

募集要項 第１次試験日受験申込書の受付期間受験案内の配布開始日受験資格（いずれも学歴は問いません）採用予定人　　数職種区分
７月２８日掌６月３日捷　～２４日捷インターネットによる申込受付期間６月３日捷　～１７日捷６月３日捷昭和５８年４月２日以降に生まれた人１２人程度行政事務英（大学卒業程度）前期試験 昭和５３年４月２日以降に生まれた人４人程度技術（土木）（大学卒業程度） １人程度技術（建築）（大学卒業程度） 昭和５３年４月２日以降に生まれた人で資格を有する人（平成２６年４月１日までに資格を取得する見込みの人を含む）１人程度保健師
９月２２日掌８月１日昭　～２３日晶インターネットによる申込受付期間８月１日昭　～１５日昭８月１日昭平成４年４月２日以降に生まれた人１人程度行政事務衛（高校卒業程度）後期試験 昭和５３年４月２日以降に生まれた人で資格を有する人（平成２６年４月１日までに資格を取得する見込みの人を含む）７人程度保育士 昭和６１年４月２日以降に生まれた人３人程度消　防

試験会場　前期　広島工業大学（広島市佐伯区三宅二丁目１−１）　　　　　後期　山陽女学園（廿日市市佐方本町１番１号）受験案内・申込書の入手方法①次の場所で配布しています。　市役所１階記載案内、３階人事課、あいプラザ、各支所地域づくりグループ、消防本部総務課、市内各消防署、市内各市民センター。②市ホームページからダウンロードできます。　印刷して使用してください。

③郵便により請求できます。　手続きなど詳細は問い合わせてください。受験申し込みの手続き　必要事項を記入した申込書を、市役所３階人事課まで持参または郵送で提出してください。　また、インターネット上での直接申込み（電子申請）もできます。詳細については、受験案内および市ホームページで確認してください。



か
け
が
え
の
な
い
命

　

五
月
の
「
子
ど
も
の
日
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
こ
と
を
社
会
全
体
で
願
う
日
で
す
。
し

か
し
、
相
変
わ
ら
ず
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
た
り
、

育
児
を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
時
に
は
命
さ
え
奪
っ
て

し
ま
う
、
そ
ん
な
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
本
当
に
心
の
痛
い
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
自
分
の
意
志
や
努
力
で
困
難
を
乗
り

切
る
力
は
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
助

力
な
し
で
は
生
き
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。
健
や

か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
私
た
ち
大
人
に
何

が
で
き
る
か
、
考
え
る
必
要
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
所　

通
報
を
た
め
ら
う

　

二
年
前
、
大
阪
で
７
歳
児
が
虐
待
を
受
け
死
亡
す

る
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
記
事
に
は
「
数
カ

月
前
か
ら
近
所
に
怒
声
や
泣
き
声
が
響
い
て
い
た
が
、

誰
も
通
報
し
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
普
通
の
し

つ
け
じ
ゃ
な
い
、
虐
待
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
近
所

の
女
性
や
、
平
手
で
パ
ン
パ
ン
叩
く
音
を
聴
い
て
い

た
男
性
も
い
ま
し
た
が
、
結
局
通
報
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
理
由
は
「
人
様
の
こ
と
に
口
出
し
を
し
て
は

あ
か
ん
と
思
っ
て
い
た
」。
そ
の
ま
ま
虐
待
は
続
き
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
小
学
校
で
は
異
常
に
気
づ
き
、
児
童
相
談

所
へ
通
報
し
た
り
、
母
親
か
ら
は
「
子
育
て
に
い
っ

ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
」
と
電
話
も
あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

み手つ んをな なぐ がために
問合せ　人権・男女　共同推進課　緯運９１３６ 18広報はつかいち2013.6.1

　昨年、私は初めての子どもを出産しました。この６月で一歳になります。日本では子どもが一生食べ物に困らないように、一歳の誕生日に一升餅

リサのKUMARA TALKこのコーナーは、リサ・ジャン国際交流員（ニュージーランド出身）が担当しています。タイトルの「KUMARA」は、ニュージーランドで使われるマオリ語の「さつま芋」という意味で、交流員の二つの故郷にちなんでいます。 このコーナーへの意見・感想は、協働推進課国際交流・多文化共生担当（市民活動センター内）緯運０２０１まで気軽に寄せてください。
を背負わせたりして祝う習慣があるそうです。台湾では「選び取り」で子どもの将来を占う習慣があって、今回はそれについて少し紹介したいと思います。　一歳の誕生日の選び取りは中国語で「抓周（ヂュアヂョウ）」と言います。「抓（ヂュア）」はつかむの意味で、「周（ヂョウ）」は一周年の意味を示しています。「抓周」は大体午前中に行います。竹ざるに本、筆、そろばんや聴診器など、１２～１５種類の物を入れて赤ちゃんの前に置きます。そして、赤ちゃんに自由に触らせたりして、一番関心を持ち、長くつかむ物が将来それにちなんだ職業になる

という事になります。竹ざるに入っている物はそれぞれの意味があり、赤ちゃんがもし本をつかんだら将来学者になることを示し、そろばんはビジネスマンで、聴診器は医者になることを示しています。　国や地域によって、誕生日の祝い方なども違うので、たまには自分の国と違う祝い方を知って、一緒にしたりするのも面白いと思います。そして、わが子の一歳の誕生日に、お餅を背負わせたり、選び取りもさせようと思っていますので、お餅を背負う時の反応や、「抓周」でつかんだのはどんな物かを見るのを楽しみしています。

「選び取り」で、赤ちゃんの一歳誕生日を祝おう！
「選び取り」で地球儀をつかんだら、世界を飛
び回る仕事に就くことになるかも。

廿
日
市
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

緯営
０
１
１
６

協
働
推
進
課緯盈
０
２
０
１

　
「
は
つ
か
い
ち
平
和
ツ
ア
ー

　

広
島
」（
国
際
交
流
協
会
主

in催
）
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
日
本
の
大
学
で

学
ん
で
い
る
留
学
生
を
廿
日
市

市
に
受
け
入
れ
、
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
４
泊
５
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

夏
休
み
に
留
学
生
と
交
流
し

た
い
ご
家
族
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
日
本
語
を
理
解

で
き
る
留
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

　

８
月
３
日臥
午
後
～
７
日我午前　４泊５日（予定）※４日蚊は終日ホストファミリーとの自由行動です。他の日は団体行動なので、必要に応じて集合場所への送迎をお願いします。応募締切　６月　日画２８募

集
人
数　
　

人
２０

※詳しくは、問い合わせて

ください
募集ホストファミリー

廿日市市制施行２５周年記念

広報はつかいち19 2013.6.1

　市では市制施行２５周年を記念し、市の魅力を広くＰＲす
るため、「廿日市らしさ」を表現した原動機付自転車（排
気量５０cc以下、９０cc以下、１２５cc以下）のオリジナルナン
バープレートのデザインを募集します。「廿日市らしさ」
をアピールするデザインをお待ちしています。
応募資格　どなたでも応募可能。ただし、１人１作品に
限ります。

応募規定　募集要項で確認してください。募集要項、応
募用紙は市のホームページ
からダウンロードできるほ
か、市役所１階総合案内窓
口、課税課、各支所および
各市民センターにあります。

応募方法　応募用紙にデザイン、デザインの説明（想い）、
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、職業（学校
名）を記入し、次まで郵送、持参、電子メールのいず
れかで。
〒７３８－８５０１（住所不要）廿日市市役所課税課市民税係
「オリジナルナンバープレート」係
電子メール
　originalnumber2013@city.hatsukaichi.hiroshima.jp
　件名に「オリジナルナンバープレート応募」と記入して
ください。
応募期間　６月３日捷～７月１２日晶まで
　　　　　郵送の場合は当日消印有効
審査　オリジナルナンバー選考委員会を設置し、応募作
品の中から採用作品１点、優秀作品２点を決定。　
採用作品・賞品
　採用作品には５万円、優秀作品には５千円を贈呈します。
（ただし、受賞者が高校生以下の場合は賞金相当額の図書
カードとします）
　また、採用された作品は、オリジナルナンバープレート
として、平成２６年１月頃から廿日市市で登録される原動機
付自転車に交付する予定です。

オリジナルナンバープレートのデザイン募集
　問合せ　課税課緯運９１１３

この欄は、市民と市職員で構成する「広報人権問題シリーズ編集委員会」が編集しています
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
情
報
は
た
く
さ
ん
あ
り
な
が
ら
、
結
局
救

え
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

つ
な
が
り
が
力
に

　

子
育
て
の
責
任
は
保
護
者
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
ど
も
が
育
つ
過
程

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。「
愛
情
と

い
う
絆
」
で
結
ば
れ
た
家
庭
生
活
、
向
こ
う
三
軒
両

隣
と
い
わ
れ
る
「
信
頼
の
絆
」、
子
ど
も
を
と
り
ま
く

学
校
や
地
域
の
「
人
と
人
と
の
強
い
絆
」
な
ど
、
子

育
て
の
悩
み
を
共
有
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
は
弱
い
も
の
、
時
に
は
傷
つ
け
あ
い
、
自
分
を

見
失
う
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

心
を
開
い
て
話
せ
る
人
、
苦
し
み
を
分
け
合
え
る
人
、

前
へ
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
ど
ん
な
に

心
強
く
、
軌
道
修
正
も
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

勇
気
を
も
っ
て

　

大
阪
の
児
童
の
命
を
救
え
な
か
っ
た
要
因
の
ひ
と

つ
は
、
勇
気
を
も
っ
て
通
報
で
き
な
か
っ
た
大
人
に

あ
り
ま
す
。「
人
様
の
こ
と
」
と
い
う
意
識
は
誰
に
で

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
大
切
な
小
さ
な
命
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気

付
い
た
ら
、
通
報
者
の
名
が
知
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
少
し
の
勇
気
を
出
し
て
、
相
談
機
関
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
社
会
の

絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に

育
て
る
環
境
づ
く
り
に
何
が
大
切
か
を
考
え
、
実
行

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

相
談
窓
口

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
（
全
国
共
通
･
無
料
）

　緯
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

●
広
島
法
務
局
廿
日
市
支
局緯雲
２
１
６
４

他の自治体で採用されているオリジナルナンバープレート（参考）

▲愛媛県今治市

▲広島県尾道市 ▲広島県呉市
▲広島県府中市
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「厳島春絵巻」と宍戸清子さん。厳島をテーマに
作品を作り続け、今回も伝統と意匠を受け継い
だダイナミックな作風が評価されました。

写真は、体験コーナーの一つの「餅つき」。その
ほか、竹で炊くご飯や、山菜のてんぷら作りな
ど、人気を集めていました。

国語教材に宍戸清子さんの作品が採用華やか「 厳島  春  絵巻 」、いつくしま はる えまき高校国語の教材表紙に満開のスイセンを眺めながら吉和に春の訪れを告げるすい仙まつり
　４月２１日、吉和福祉センターで
「よしわすい仙まつり」が開催され
ました。「スイセンの花が咲きほこ
る吉和の春を見てほしい」と、今
年から始まったこのまつり。会場
では、あまごの塩焼きやわさび、
高原野菜など、吉和ならではの販
売コーナーも充実。
　咲き誇るスイセンや、レンゲツ
ツジなどの自然観察も楽しめ、市
内外からおよそ４００人が訪れ、吉和
の春を満喫していました。

地元吉和神楽団の十八番である演目「塵倫」。準
優勝を飾り、観客からは惜しみない拍手と歓声が
贈られました。

春選抜第１３回吉和神楽競演大会華やかな舞で、吉和神楽団が準優勝
　神々が舞い、武士が叫ぶ。鬼が
飛び、姫が泣く。見る人の心を打つ
神楽。春選抜第１３回吉和神楽競演
大会が、４月２７日、もみのき森林
公園で開催されました。
　県内外から１２団体が参加したこの
大会。昨年度優勝の栗栖神楽団は、
特別出演として、演目「 大  江  山 」を

おお え やま

披露。約８００人の神楽ファンが見守
る中、旧舞の部で吉和神楽団が、
演目「 塵倫 」で初の準優勝を飾りま

じんりん

した。

第３６回大野市民センターまつり地域の特色を生かし、日ごろの成果を発表
　５月１１、１２日に第３６回大野市民
センターまつりが行われました。
　今年は「ふれあいの広場、笑顔
はじけるセンターまつり」と題し、会
場は多くの人で賑わいました。
　開会式では、実行委員長の 森脇 

もりわき

 偉之 さんが、「市民センター内で活
ひでゆき

動しているクラブの日ごろの成果を
見てほしい」とあいさつ。作品展示
や芸能発表、昔のおもちゃ、子ども
安全免許証の発行、各種体験教室
など多彩な催し物が行われました。
　昔遊びのコーナーで遊んでいた
 倉本  翔 くん（９歳・大野中央）は、
くらもと しょう

昨年訪れた際に体験したトランペット
の演奏をきっかけに、今も続けてい
るとのことでした。
　地域の人々の交流の場としても、
機能する市民センター。まつりの主
役は、地域の皆さんです。興味を
持った人は、お近くの市民センター
の活動に参加してみてください。

写真１＿陶芸クラブで作った作品を販売する陶芸クラブ
の皆さん。　写真２＿子どもたちにいつも人気の安全免許
証。今年も行列ができていました。　写真３＿昔あそびの
コーナー。竹とんぼで遊ぶ倉本翔くん。　写真４＿手芸
教室で子どもたちとコサージュをつくる手芸クラブの皆
さん。　写真５＿体育館ステージでは、フラダンスなどの
芸能発表が行われました。　写真６＿会場には展示による
発表のコーナーもあり、訪れる人の目を楽しませました。
写真は「しだ籠」の展示。

1

23

4

5

6

　高校国語の副教材「新訂総合国
語便覧（第一学習社）」の表紙に廿
日市の染色作家、 宍戸  清子 さん

ししど せいこ

（大野原）の作品「厳島春絵巻」が
採用されました。
　一昨年、国立新美術館（東京）
で行われた第４３回日展に出版編集
者が訪れ、宍戸さんの作品にオ
ファーをされたとのこと。宍戸さんは
「高校生や若い人にも見てもらえるこ
とがうれしい。染色を続けてきてよ
かった」と語ってくれました。

My Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します
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写真１＿会場のれんげで飾り物を作る増岡さん一家（佐方）。写真２＿約５，０００人の来場者でにぎわう会
場。佐方アイラブ自治会会長重村泰夫（しげむら・やすお）さんは「今年で１１回目。佐方だけでなくい
ろいろな地域の人が来るようになり、うれしく思います」と話してくれました。

第１１回れんげ祭り in 佐方佐方の味を丸ごと味わって！
　４月２９日、春の陽気の中、「第
１１回れんげ祭り in 佐方」が西広島
バイパス佐方２号トンネル北側の田
んぼで開催されました。
　会場では「佐方丸ごと食べよう」
と題し、山菜を使ったかきあげや、
れんげもちなどの料理を販売。廿日
市中学校、佐方小学校の生徒が応
援に駆けつけ、販売や、会場の清
掃などを行いました。
　また、れんげ畑ではれんげの飾り
を作って楽しむ人も大勢いました。

全国コンクールに入選した７月１日号４－５ペー
ジ。今後も皆さんに親しまれ、必要とされる広報
紙を目指します。

平成２５年全国広報コンクール「広報はつかいち」が、組み写真の部で入選
　昨年発行した「広報はつかいち７
月１日号」が、日本広報協会主催
の全国広報コンクール広報写真（組
み写真の部）で入選しました。
　昨年の宮島トライアスロンの様子
を見開きページ、１０枚の写真で表
現。審査員からは、「紙面を編集す
る軸となる視点を持って選手たちの
『表情』を狙っている。躍動感や、
懸命に自己をふるいたたせる姿が良
くとらえられている」と講評を受けま
した。

写真は、ダイナミックな踊りで会場を盛り上げた佐伯中学校生徒による「よさこいソーラン」。佐方のれんげま
つりを参考にしたと話す友和地区コミュニティ推進協議会会長の上垣僚（うえがき・つかさ）さん。「これだけ
の人が集まり、地区を超えたまつりになりました。これからも続けていきたいですね」と話してくれました。

第５回ゆうわれんげまつりレンゲの咲いた田んぼでのどかな一日を過ごす
　４月２８日、友和市民センター裏
で「第５回ゆうわれんげまつり」
が開催されました。
　鯉のぼりの吹き流しが飾られた
会場では、ポニーと触れ合ったり、
うどんやむすびなどのフードバ
ザーを楽しんだりと、来場者は思
い思いの一日を過ごしました。

約６００人が参
加した「ゆう
われんげまつ
り」。「餅まき」
では大人も子
どもも大興奮。

のんびりとした春の一日をれんげの咲いた田んぼで過ごす参加者。

1 2

白いふわふわした毛は、生まれてから２０日位で
抜けて、親と同じゴマ模様になります（写真は
４月１９日撮影）。

元気に大きく育ってね宮島水族館でアザラシの赤ちゃんが誕生
　４月１８日、宮島水族館でゴマフ
アザラシの赤ちゃんが誕生しまし
た。母親は、宮島水族館生まれの
フミ（２０歳）、父親はゴロ―（１８
歳）。
　体長約８０cm、体重１３㎏で生まれ
た赤ちゃん。通常、体重は９～１０
㎏で、今回は「ヘビー級の赤ちゃ
ん」だそうです。
　白いふわふわの産毛に、潤んだ
黒目がちの瞳で、水族館の人気を
集めています。
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業
務
に
つ
い
て
は
、
同
一
賃
金
と
し
、

男
女
格
差
を
な
く
し
て
い
る
」、「
継

続
し
て
、
就
業
で
き
る
よ
う
、
配
置
、

転
勤
な
ど
考
慮
し
て
い
る
」、「
性
別

に
よ
り
評
価
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

人
事
考
課
基
準
を
定
め
て
い
る
」
と

回
答
し
た
事
業
所
が　

％
を
超
え
て

３０

お
り
、
男
性
・
女
性
と
も
に
働
き
や

す
い
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
へ
の

配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

自ポジティブ・アクションって？
　

積
極
的
改
善
措
置
の
こ
と
で
性
別

に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
や

過
去
の
経
緯
か
ら
、
男
女
労
働
者
の

間
に
事
実
上
生
じ
て
い
る
差
が
あ
る

と
き
、
そ
れ
を
解
消
し
よ
う
と
す
る

た
め
に
行
う
、
自
主
的
か
つ
積
極
的

取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。
男
性
も
女

性
も
互
い
に
認
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
力
を
精
一
杯
発
揮
で
き
る
職
場
、

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
を
作
る
こ

と
は
、
労
働
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
、
更
に
は
企
業
の
業
績
ア
ッ

プ
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

な
お
、
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
全
体
の

結
果
は
、
廿
日
市
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成　年度男女共同参画週間キャッチフレーズ

２５紅一点じゃ、足りない

６月　日掌～　日松は「男女共同参画週間」です。

２３
２９

問合せ　人権・男女共同推進課緯運９１３６
廿日市市男女共同参画週間の愛称「見つめあいウィーク」

自企業アンケートを実施
　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
、
指
導
的
地
位

に
女
性
が
占
め
る
割
合
が
、
少
な
く

と
も　

％
程
度
に
な
る
よ
う
期
待
す

３０

る
」
と
い
う
目
標
（
平
成　

年
６
月

１５

　

日
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
決
定
、

２０《
２
０
２
０
年　

％
》
の
目
標
）
を

３０

掲
げ
ま
し
た
。

　

廿
日
市
市
で
も
２
０
２
０
年
ま
で

に　

％
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

３０
面
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
昨
年　

月
～　

１０

１２

月
に
か
け
て
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
内
１
０

０
社
無
作
為
抽
出
）
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

そ
の
中
か
ら
１
つ
の
問
い
に
つ
い

て
あ
げ
て
み
ま
す
。

　
「
あ
な
た
の
事
業
所
で
は
、
男
女

共
同
参
画
の
職
場
と
す
る
た
め
の
積

極
的
な
改
善
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
）
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。」
と

言
う
問
い
に
、
次
の
よ
う
な
結
果
が

出
て
い
ま
す
。　

　
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
で
き
る

よ
う
、
労
働
時
間
に
配
慮
し
て
い

る
。」
と
回
答
し
た
事
業
所
が　

・
６３

０
％
と
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
同
じ
職
場
で
の
同
質
の

15.2% 7

15.2% 7

10.9% 5

13.0% 6

32.6% 15

39.1% 18

34.8% 16

63.0% 292.2% 1

15.2% 7

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

あなたの事業所では、男女共同参画の職場とするための積極的な改善（ポジティブ・アクション）として、どのような取り組みをされていますか問

■男女共同参画に関する学習費用を補助　男女共同参画社会について学習しようとする人に、費用の一部を補助します。対象者　市内在住の２０歳以上の人で、学習後にその成果を地域などで生かすことが出来る人。対象講座　公共団体が開催する講座などを対象とします。（例）エソールひろしま大学基礎講座、応用講座　ただし、個人の資格取得に関するものや営利活動に関するものなどは除きます。詳しくは市ホームページをご覧ください。

■宮島桟橋旅客ターミナル

耐震補強工事のお知らせ 　６月から平成　年６月（予定）の期間で、宮島

２６
桟橋旅客ターミナルの耐震補強工事を行います。
　工事期間中は、コンコース内と屋外駐車場に仮囲いを設置し、利用制限を行います。

長期間にわたり、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
問観光課緯運９１４２
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nformationIews ＆ Ｎ 今月の廿日の市■６月２０日昭８時３０分～１０時３０分売り切れ次第終了ところ　新宮中央公園（けん玉公園） 問　はつかいち観光協会緯雲５６５６
　

長
年
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
大
野
み
ん
な
の
ま
つ
り
」。
今
年
度

は
小
田
島
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
夜
祭　

６
月
８
日臥　
時
～　

時

１７

２１

　

夜
店
、
ス
テ
ー
ジ
な
ど
。

当
日
祭　

６
月
９
日蚊　
時
～　

時

１０

１５

　

宮
工
オ
ブ
ジ
ェ
、
ス
テ
ー
ジ
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も
商
店

街
な
ど

と
こ
ろ　

小
田
島
公
園
、
多
目
的
広

場
周
辺

※
入
場
無
料
。
雨
天
決
行

　

今
回
で
第
７
回
を
迎
え
る
こ
の
大

会
。
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代

表
選
手
も
レ
ー
ス
に
出
場
し
、
例
年

以
上
に
見
応
え
の
あ
る
レ
ー
ス
に
。

廿
日
市
市
民
ア
ス
リ
ー
ト
も　

人
が

７６

出
走
予
定
。
温
か
い
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
交
通
規
制
な
ど

で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※
交
通
規
制
は
、
み
や
じ
ま
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

と　

き　

６
月　

日蚊
９
時

２３

　

宮
島
大
鳥
居
を
ス
タ
ー
ト

競
技
内
容

●
ス
イ
ム
（
２
・
５娃
）
瀬
戸
内
海

を
宮
島
か
ら
本
土
ま
で
横
断
す
る

ワ
ン
ウ
ェ
イ
コ
ー
ス

●
バ
イ
ク
（　娃
）
中
国
山
地
を
縦

５５

走
、
高
低
差
約
８
５
０
ｍ
の
ワ
ン

ウ
ェ
イ
コ
ー
ス

●
ラ
ン
（　娃
）
標
高
約
７
０
０
ｍ

２０

地
点
か
ら
９
０
０
ｍ
地
点
ま
で

登
っ
て
降
り
る
坂
道
コ
ー
ス
（
リ

レ
ー
部
門
は　娃
）

２２

参
加
選
手　

約
７
５
０
人

と　

き　

６
月　

日蚊　
時
開
演

１６

１０

と
こ
ろ　

さ
い
き
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
自
由　

前
売　

１
、

５
０
０
円
（
当
日
２
、０
０
０
円
）

小
学
生
以
下
無
料

出
演
予
定
団
体　

浅
原
神
楽
団
・
河

津
原
神
楽
団
・
神
楽
で
町
お
こ
し

実
行
委
員
会
（
廿
日
市
市
）、
梶

原
神
楽
団
・
津
浪
神
楽
団
（
安
芸

太
田
町
）、
あ
お
ぞ
ら
子
供
神
楽

団
（
広
島
市
）、
三
谷
神
楽
社
中

（
島
根
県
益
田
市
）、
琴
庄
神
楽
団

（
北
広
島
町
）、
大
都
神
楽
団
（
島

根
県
江
津
市
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

さ
い
き
文
化
セ

ン
タ
ー
、
さ
く
ら
ぴ
あ
事
務
局

● 
古
野  
光
昭 
フ
ル
ノ
ー
ツ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ふるの みつあき
 
渡
辺  
香  
津  
美 
・ 
山
下  
洋
輔 

わたなべ か づ み 
やました ようすけ

　

ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ジ
ャ
ズ
界
を
リ
ー
ド
す
る
男
性
た

ち
が
競
演
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

７
月
５
日画　
時
開
演

１９

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
指
定
６
、０
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
。
未
就
学
児
の

入
場
不
可

● 
山
海
塾 「
降
り
く
る
も
の
の
な

さんかいじゅく
か
で
─
と
ば
り
」

　

世
界　

カ
国
以
上
の
都
市
で
公
演

４０

を
行
う
、
日
本
を
代
表
す
る
山
海
塾

に
よ
る
舞
踏
公
演
で
す
。

と　

き　

７
月
７
日蚊　
時
開
演

１７

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
指
定
４
、５
０
０
円 

　

歳
以
下
２
、５
０
０
円

２５
※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
。
未
就
学
児
の

入
場
不
可

●
第　

回
日
本
現
代
工
芸
美
術
中
国

４０
会
展
（
東
日
本
大
震
災
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
展
）

　

土
、
布
、
金
属
、
竹
、
皮
、
七
宝

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
が
作
品
に

表
現
し
た
形
や
色
彩
を
紹
介
し
ま
す
。

現
代
の
美
術
工
芸
に
お
け
る
広
が
り

あ
る
表
現
と
、
新
し
い
工
芸
の
世
界

を
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
６
日牙
～　

日蚊１６と
こ
ろ　

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
無
料

●
収
蔵
作
品
展

　

新
し
く
寄
贈
さ
れ
た
作
品
と
、
四

季
の
移
ろ
い
を
表
現
し
た
作
品
約　
２５

点
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　
６
月　
日画
～
７
月　
日蚊２１１４と

こ
ろ　

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

観覧料　
無
料

※
時
間
は
い
ず
れ
も　

時
～　

時
。

１０

１８

月
曜
日
は
休
館

　

は
つ
か
い
ち
平
和
の
祭
典
実
行
委

員
会
で
は
、「
平
和
学
習
」
と
し
て
、

映
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
（
実
写
版
、

原
作
・
中
沢
啓
治
、
出
演
・
三
國
連

太
郎
）」
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

広
島
が
受
け
た
被
爆
体
験
を
風
化

さ
せ
ず
、
後
世
へ
伝
え
る
力
作
で
、

会
場
で
は
、「
漫
画
は
だ
し
の
ゲ
ン

～
複
製
原
画
展
～
」
も
開
催
し
ま
す
。

①
さ
い
き
文
化
セ
ン
タ
ー

　

７
月　

日峨　
１
回
上
演　

時
～

２３

１４

②
さ
く
ら
ぴ
あ　

７
月　

日峨３０　２回上演　時　分～、　
時
～

１０

３０

１４

入
場
料　

無
料

※
実
行
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
合

唱
ス
テ
ー
ジ
（
７
月　

日臥
）、

２７

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
回
収
運
動
、
折

り
鶴
運
動
を
開
催
す
る
予
定
で
す

●
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

と　

き　

７
月
４
日牙
～
５
日画と

こ
ろ　

廿
日
市
市
商
工
保
健
会
館

申
込
期
間　

６
月
３
日俄
～　

日画１４●
甲
種
防
火
管
理
再
講
習

と　

き　

７
月
３
日我と

こ
ろ　

廿
日
市
市
商
工
保
健
会
館

申
込
方
法　

最
寄
り
の
消
防
署
に
あ

る
受
講
申
請
書
で
、
広
島
県
消
防

設
備
協
会
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

受
講
申
請
書
は
、
日
本
防
火
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
締
切　

６
月　

日画１４
講座・催し

みやじまトライアスロン事務局

緯欝００２１ はつかいち縦断みやじま

国際パワートライアスロン

大会２０１３
■ 大野みんなのまつり事務局緯詠００３３ 第　回大野みんなのまつり

３１■

さいき文化センター緯演０３３６ 泥落とし　神楽の祭典

■

さくらぴあ緯欝０１１１ さくらぴあイベント

■

はつかいち美術ギャラリー

緯欝０２２２ 美術ギャラリー
■中央市民センター緯欝１２６６ ２０１３はつかいち平和の祭典

平和学習
■

消防本部予防課緯運９２３２ 防火管理講習
■
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■モリアオガエルの生態と、

は虫類の観察会
と　き　６月　日掌　　時～　時
１６
１０１２

ところ　おおの自然観察の森
予約不要講師はつかいち環境アドバイザー

吉川　良さん
白い泡に包まれた卵を木の枝先に産みつけるユニークなモリアオガ

エルが生息しています。不思議な自然の営みを観察してみませんか。問おおの自然観察の森

緯駅３０００

　

地
域
政
策
課
で
は
、
交
通
安
全
や

防
犯
、
自
主
防
災
活
動
な
ど
、
暮
ら

し
の
中
の
安
全
に
関
す
る
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
種
教
室
の

開
催
に
「
く
ら
し
安
全
指
導
員
」
お

よ
び
「
地
域
防
災
相
談
員
」
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

　

実
地
指
導
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
を
織
り

交
ぜ
、
暮
ら
し
の
中
の
安
全
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

開
催
期
間　

４
月
～
３
月

対　

象　

市
民
団
体
な
ど
が
市
内
で

開
催
し
、
お
お
む
ね　

人
以
上
が

１０

参
加
す
る
集
会
ま
た
は
学
習
会
。

（
政
治
、
宗
教
お
よ
び
営
利
を
目

的
と
す
る
も
の
は
不
可
）

内　

容　

約
１
時
間
程
度

●
交
通
安
全

・
自
転
車
の
乗
り
方
（
講
義
、
実
地

指
導
）

・
事
故
を
防
止
す
る
交
通
ル
ー
ル

・
交
通
安
全
見
守
り
活
動
へ
の
取
り
組
み

●
防
犯

・
犯
罪
発
生
状
況
、
犯
罪
の
手
口

・
防
犯
の
心
構
え

・
地
域
防
犯
活
動
へ
の
取
り
組
み

・
不
審
者
対
策

●
自
主
防
災
活
動

・
自
助
・
共
助
に
つ
い
て

・
わ
が
町
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
る

・
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
図
上
訓

練
や
避
難
訓
練

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
安
全

の
た
め
、
地
域
の
集
ま
り
や
サ
ロ
ン
、

勉
強
会
な
ど
に
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の
仕
組
み

や
、
料
金
、
水
の
大
切
さ
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
期
間

が
６
月
１
日臥
～
７
日画
ま
で
の

「
水
道
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
週
間
に
ち
な
ん
だ
市
内
小
学

生
の
応
募
作
品
の
う
ち
、
入
賞
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
１
日臥
～
７
日画　
１５

時
ま
で

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

　

美
し
い
瀬
戸
内
海
を
守
る
た
め
、

「
瀬
戸
内
・
海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
協
議
会
」
で
は
、
海
を
き
れ
い

に
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日臥
８
時
か
ら　

２９

３０

分
程
度
（
受
付
７
時　

分
～
）

３０

※
雨
天
の
場
合
は
、
６
時　

分
ご
ろ

３０

に
中
止
の
旨
を
各
会
場
に
掲
示
。

延
期
は
あ
り
ま
せ
ん

と
こ
ろ

①
地
御
前
神
社
前
・
地
御
前
海
岸

②
阿
品
お
あ
が
り
場
公
園
・
阿
品
海
岸

※
希
望
す
る
場
所
に
清
掃
活
動
が
で

き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

※
軍
手
、
火
ば
さ
み
な
ど
の
清
掃
用

具
、
飲
み
物
な
ど
を
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
市
で

準
備
し
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

環
境
に
関
心
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
の
環
境
を
守
る

活
動
を
し
て
み
た
い
人
を
対
象
に
、

環
境
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
で
す
。

　

受
講
生
同
士
の
情
報
交
流
を
図
る

た
め
の
川
や
里
山
な
ど
の
屋
外
で
の

講
座
も
あ
り
ま
す
。

●
第
１
回
目　

７
月　

日画２６　　　　　　　時　分～１３３０ところ　
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

内　

容　

廿
日
市
市
の
自
然
～
生
物

多
様
性
を
中
心
に

※
毎
月
第
４
金
曜
日
に
開
催
。（　
１２

月
は
第
３
金
曜
日
）

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で

　

歳
以
上
で
、
７
月
か
ら　

月
ま

１５

１２

で
の
６
回
受
講
が
可
能
な
人

定　

員　
　

人
程
度

２０

申
込
方
法　
環
境
政
策
課
ま
で
電
話
で

申
込
期
限　
６
月　

日画
（
先
着
順
）

２１

　

極
楽
寺
山
周
辺
一
帯
の
絵
や
写
真
、

俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

６
月　

日臥
～
７
月　

１５

３１

日我内　

容　①
絵
画
（
４
歳
以
上
中
学
生
ま
で
）

※
画
材
、
画
板
な
ど
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い

②
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

③
俳
句

※
応
募
用
紙
、
画
用
紙
、
投
句
用
紙

は
極
楽
寺
山
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟

に
あ
り
ま
す
。
作
品
は
、
管
理
棟

ま
た
は
観
光
協
会
へ
提
出

問
合
せ　

極
楽
寺
山
キ
ャ
ン
プ
場
管

理
棟緯映
２
６
５
０

　

厳
島
平
安
絵
巻
「
管
絃
祭　

あ
な

た
も
平
安
気
分
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
嚴
島
神
社
最
大
の
神
事
、

日
本
三
大
船
神
事
の
ひ
と
つ
「
管
絃

祭
」
を
船
か
ら
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

７
月　

日我２４※
雨
天
決
行

参
加
費

●
Ａ
コ
ー
ス
（　

時　

分
出
航
）
大

１７

４０

人
２
、０
０
０
円
、
小
人
１
、０
０

０
円

●
Ｂ
コ
ー
ス
（　

時
出
航
）
大
人
２
、

２０

５
０
０
円
、
小
人
１
、５
０
０
円

申
込
方
法　

宮
島
観
光
協
会
ま
で
電

話
で

平
成　

年
６
月
定
期
募
集

２５

募
集
住
宅　

市
内
の
県
営
住
宅
の
う

ち
、
新
た
に
空
き
家
が
生
じ
た
住
宅

受
付
期
間　

６
月　

日我
～　

日画２６２８（
最
終
日
消
印
有
効
）

受
付
機
関　

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
同
組
合　

県
営
住
宅
管
理

グ
ル
ー
プ緯穎
５
３
８
７
（
廿
日

市
市
廿
日
市
二
丁
目
７
番　

号　
２１

島
屋
ビ
ル
１
階
）

※
募
集
住
宅
、
申
込
方
法
お
よ
び
申

込
資
格
な
ど
詳
細
は
、
６
月　

日
１８

峨
か
ら
市
役
所
５
階
住
宅
営
繕
課

ま
た
は珂
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
で

配
布
す
る
「
申
込
の
し
お
り
」
お

よ
び
募
集
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

空
き
が
あ
れ
ば
常
時
入
居
受
付
を

し
て
い
る
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
申
込

資
格
な
ど
詳
細
は
、
指
定
管
理
者珂第

一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
廿
日
市
営
業
所

緯叡
１
１
４
０
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

地域政策課緯運９１３９ 交通安全・防犯教室・

自主防災活動教室

■

環境政策課緯運９１４７ 環境アドバイザー養成講座

■

水道局　業務課緯荏５２９５ 水道週間図画作品展

■廃棄物対策課緯運９１３３ 海のクリーンアップ作戦

■

募集
宮島観光協会緯瑛２０１１ 管絃祭参加者募集

■

住宅営繕課緯運９１７７ 市営住宅（常時）入居者募集

■ 広島県土木局住宅課

緯０８２（５１３）４１７１ 県営住宅入居者募集

■

はつかいち観光協会緯雲５６５６ 睡蓮まつり作品募集

■

nformationIews ＆ Ｎ■宮島支所　緯瑛2000　鯖瑛2196■大野支所　緯駅2000　鯖駅1307■吉和支所　緯猿2111　鯖猿2078■佐伯支所　緯演1111　鯖演０４１５■廿日市市役所　緯欝0001　鯖荏1059
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業
務
内
容　

市
内
各
児
童
会
で
小
学

生
の
放
課
後
や
夏
休
み
期
間
中
の

生
活
指
導

勤
務
時
間　

１
日
３
～
５
時
間
程
度

賃　

金　

有
資
格
者
１
時
間
１
、０

５
２
円
（
教
諭
、
保
育
士
証
を
有

す
る
人
、
幼
稚
園
教
諭
）　

無
資

格
者　

１
時
間
８
２
５
円

採
用
方
法　

必
要
に
応
じ
て
雇
用
。

雇
用
期
間
や
勤
務
時
間
な
ど
の
条

件
は
異
な
り
ま
す
。

※
登
録
し
て
も
必
ず
雇
用
さ
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
２
月
１
日
以
降

に
登
録
し
て
い
る
人
は
、
今
回
登

録
不
要

登
録
有
効
期
間　

登
録
の
日
～
平
成

　

年
３
月　

日

２６

３１

申
込
方
法　

市
役
所
１
階
児
童
課
、

各
支
所
お
よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
任
用
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
有
資
格
者
は
、
資
格

証
明
書
の
写
し
を
添
え
市
役
所
児

童
課
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

勤
務
日
・
勤
務
時
間　

７
月　

日俄２２～
８
月　

日画
９
時
～　

時
の
う

２３

１６

ち
、
定
め
る
日
・
時
間

勤
務
場
所　

次
の
表
の
と
お
り

資　

格　

水
泳
が
で
き
、
事
前
研
修

に
参
加
で
き
る
人

※
プ
ー
ル
監
視
員
事
前
研
修
７
月　
１４

日蚊　
時　

分
～　

時　

分　

さ

１３

３０

１６

３０

い
き
文
化
セ
ン
タ
ー
、
７
月　

日
１５

華
９
時
～　

時　

廿
日
市
消
防
署

１２

賃　

金　

１
時
間
９
２
９
円

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
を
希
望

す
る
小
学
校
に
本
人
が
提
出

応
募
期
間　

６
月
７
日画
～　

日画２８施
設
名
称　

地
御
前
漁
港
艇
置
施
設

　
（
廿
日
市
市
地
御
前
漁
港
内
）

募
集
す
る
船
舶
の
大
き
さ
と
隻
数

①
全
長
８
ｍ
未
満　

２
隻

②
全
長
７
ｍ
未
満　

若
干
数

③
全
長
６
ｍ
未
満　

若
干
数

※
い
ず
れ
も
係
留
状
態
で
、
全
幅
は

２
・
０
ｍ
以
内　
　
　

使
用
料　

月
額　

７
、７
０
０
円

申
込
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人

申
込
方
法　

市
役
所
６
階
農
林
水
産

課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出

申
込
期
間　

６
月　

日俄
～　

日画１０１４※
①
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

②
、
③
は
、
随
時
受
付

●
会
員
募
集

　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
働
く
意
欲

６０

の
あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
女

性
の
入
会
も
歓
迎
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　　
　

　

６
月　

日峨　
廿
日
市
本
所　

２５

　

７
月　

日牙　
廿
日
市
本
所

２５

　

７
月　

日我　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

３１

ン
タ
ー
大
野
支
所

　

８
月　

日画　
廿
日
市
本
所

２３

※
時
間
は
す
べ
て　

時　

分
～

１３

３０

申
込
み　

セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で

●
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

　

蜂
の
巣
の
駆
除
、
障
子
・ 
襖 
の
張

ふ
す
ま

替
え
、
植
木
の
水
や
り
、
大
型
ご
み

の
回
収
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
盆
に
向
け
て
お
墓
周
辺
の
草
抜

き
や
自
治
会
管
理
の
公
園
の
お
手
入

れ
も
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
医
療
費
を
適
正
化
（
抑

制
）
し
、
加
入
者
の
自
己
負
担
額
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
に

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進

通
知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
現

在
使
用
し
て
い
る
先
発
医
薬
品
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
場
合
の
自
己
負
担
削
減
額
が
大
き

い
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
に
は
「
医
療
機
関
名
・
薬
局

名
・
薬
品
名
」「
薬
の
単
価
」「
数
量
」

「
支
払
っ
た
薬
代
」「
切
り
替
え
る
こ

と
で
削
減
で
き
る
金
額
」
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
は
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
病
気
や
新

薬
に
対
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
調
剤

す
る
薬
局
に
取
り
扱
い
が
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
、
先
発
医

薬
品
に
比
べ
て
一
般
的
に
安
価
な
薬

の
こ
と
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
り
、
最
初
に
作

ら
れ
た
薬
（
先
発
医
薬
品
・
新
薬
）

と
効
き
目
や
安
全
性
な
ど
が
同
等
と

し
て
販
売
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
先
発
医
薬
品
の
特
許
終
了
後
に

製
造
す
る
た
め
、
開
発
費
用
が
抑
え

ら
れ
、
安
価
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
よ
り

よ
い
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

ま
た
白
杖
を
使
い
単
独
歩
行
が
で
き

る
よ
う
に
、
自
宅
や
そ
の
周
辺
で
歩

行
訓
練
士
の
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者　

①
、
②
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
中
途
失

明
の
人
、
も
し
く
は
視
野
障
が
い

の
あ
る
人
、
ま
た
は
医
師
に
よ
り

同
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
と
診

断
さ
れ
た
人
（
い
ず
れ
も　

歳
以

１８

上
）

②
障
害
者
支
援
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
な
い
人

訓
練
期
間　７月（予定）から平

成　年３月　日俄まで２６３１※実施期間、回数などは訓練目

標などにより設定

申
込
方
法　

指
定
の
申
込
書
を
、
市

役
所
１
階
障
害
福
祉
課
、
ま
た
は

社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出

選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接
な
ど

に
よ
り
選
考

申
込
締
切　

６
月　

日画２８
児童課緯運９１５３ 留守家庭児童会指導員

（臨時職員）追加募集

■教育指導課緯運９２０２ プール監視員募集

■

農林水産課緯運９１４４ 地御前漁港艇置施設

使用者募集
■ 勤務先小学校一覧 電話番号学校名電話番号学校名 映１７７６宮園小学校荏２２５１廿日市小学校 映５０４３四季が丘小学校映０２５１平良小学校 焔０５２７玖島小学校映１４１５原小学校 焔００１９友和小学校曳２２３１宮内小学校 演０３２９津田小学校嬰１０２１地御前小学校 演０００４浅原小学校荏４１２５佐方小学校 駅２０１４大野東小学校曳５３５８阿品台東小学校 駅２０１３大野西小学校曳７０９５阿品台西小学校 瑛２０１２宮島小学校雲１１２４金剛寺小学校

廿日市市シルバー人材センター

緯欝１４６８ シルバー会員募集など

■

福祉・健康
保険課緯運９１５９ ジェネリック医薬品

使用促進通知書
■

障害福祉課緯運９１５２ 視覚障がい者生活訓練

■

■納期限７月１日捷市県民税（普通徴収）　第１期
市県民税（普通徴収）　全納（ただし、全納の場合は「取扱期限日」）■夜間納税窓口６月　日昭・　日晶２７２８　時　分～　時１７３０２０市役所１階税制収納課問税制収納課緯運９１１１

ため池に入らないで！　ため池は、農業用水を確保するための大切な「水がめ」であり、レジャー施設ではありません。　勝手に侵入すると思いもよらない事故が起こります。子どもたちに、ため池に立ち入らせないようご協力をお願いします。 問　農林水産課緯運９１４３nformationIews ＆ N
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■近隣市町の情報をお知らせ【広島市】
ゆかたできん祭
と　き　６月７日晶～９日掌

ところ　広島市内中心部一帯
内容毎年多くの人でにぎわい、広島の夏の風物詩である「ゆかた」をコンセプトとした市民参加型の

祭りです。中央通りをメーン会場とし、たくさんの華やかなイベントが繰り広げられます。
問ゆかたできん祭実行委員会

緯０８２（２４５）１４４８

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
度
も
県

内
で
１
頭
の
補
助
犬
（
盲
導
犬
）
の

給
付
を
、
広
島
県
視
覚
障
害
者
団
体

連
合
会
が
実
施
し
ま
す
。

対　

象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・　

歳
以
上
の
視
覚
障
が
い
者
で
、

１８１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

・
就
労
な
ど
に
よ
り
、
社
会
活
動
の

参
加
に
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人

選
考
方
法　

調
査
、
面
接
な
ど
で
候

補
者
を
決
定

申
込
方
法　

市
役
所
１
階
障
害
福
祉

課
お
よ
び
各
支
所
に
あ
る
申
請
書

を
提
出

申
込
締
切　

７
月　

日画２６と
こ
ろ　

大
野
体
育
館（
変
更
あ
り
）

定　

員　

各　

人
２０

参
加
料　

無
料（
新
規
参
加
者
の
み
）

※
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
は
た
お
り
教

室
は
材
料
費
が
必
要

申
込
方
法　

①
名
前
、
②
電
話
番
号
、

③
住
所
、
④
年
齢
、
⑤
教
室
名
、

⑥
希
望
日
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
大
野
体
育
館
内
へ
直
接

申
込
締
切　

６
月　

日俄２４※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
ス
ポ
ー

ツ
教
室
は
シ
ュ
ー
ズ
持
参

●
親
善
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と　

き　

７
月
７
日蚊
９
時　

分
～

３０

（
受
付
９
時
～
）

と
こ
ろ　

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

種　

目　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ

ブ
ル
ス
（
小
学
生
は
混
合
も
可
）

種　

別　

①
小
学
生
、
②
Ａ
ク
ラ
ス

（
初
心
者
）、
③
Ｂ
ク
ラ
ス
、
④
Ｃ

ク
ラ
ス
、
⑤
Ｄ
ク
ラ
ス

参
加
対
象　

廿
日
市
市
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
人

参
加
費　

一
般
１
、０
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
５
０
０
円

申
込
方
法　

出
場
者
２
人
の
①
名
前
、

②
住
所
、
③
年
齢
、
④
性
別
、
⑤

電
話
番
号
、
⑥
希
望
部
門
、
⑦
ペ

ア
の
代
表
者
を
記
入
し
、
次
へ
郵

送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
。

〒
７
３
８
―
０
２
２
２

廿
日
市
市
津
田
５
４
５　

佐
伯
総
合

ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
ユ
ア
ッ
ク
さ
い
き

申
込
締
切　

６
月　

日画
（
必
着
）

２１

●
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
大
会

　

初
心
者
大
歓
迎
！

と　

き　

７
月　

日蚊
９
時
～

１４

と
こ
ろ　

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　

先
着　

人
６４

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

そ
の
他　　

個
人
参
加
で
の
受
付
▼
チ
ー
ム
は

当
日
く
じ
で
決
定
▼
ル
ー
ル
は
廿

日
市
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
親
善
競
技

大
会
に
準
じ
た
ユ
ア
ッ
ク
さ
い
き

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
適
用

申
込
方
法　

名
前
、
年
齢
、
性
別
、

住
所
、
連
絡
先
、
経
験
年
数
を
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

申
込
締
切　

６
月　

日牙
必
着

２０

と　

き　

７
月
７
日蚊
９
時　

分
～

３０

　

時
（
受
付
９
時
～
）

１６
と
こ
ろ　

サ
ン
チ
ェ
リ
ー

参
加
費　

５
０
０
円

定　

員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　

６
月　

日俄１０対　

象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
で
小
学
校
４
年
生
以
上

※
原
則
２
人
１
組
で
す
が
、
１
人
で

の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
（
小
学

生
同
士
の
ペ
ア
は
不
可
）

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
昼
食
持
参
。

食
事
施
設
、
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
し
有
り

申
込
方
法　

事
務
局
ま
で
電
話
で

と　

き　

６
月　

日臥
９
時　

分
～

２９

３０

　

時
（
受
付
９
時
～
）

１２
と
こ
ろ　

サ
ン
チ
ェ
リ
ー

内　

容　

身
体
を
動
か
す
理
論
と
実

践
Ⅲ

対　

象　

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者

定　

員　
　

人
（
先
着
順
）

６０

受
講
料　

５
０
０
円

申
込
期
間　

６
月
１
日臥
～　

日臥２２（
先
着
順
）

申
込
方
法　

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
へ
電
話

ま
た
は
直
接

※
当
講
習
会
は
社
会
体
育
施
設
の
団

体
登
録
必
須
講
習
会
で
す

　

ス
ポ
ー
ツ
の
大
好
き
な
女
の
子
と

男
の
子
を
育
成
し
ま
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
。
対
象
外
の
場

合
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い

障害福祉課緯運９１５２ 補助犬（盲導犬）給付

■nformationIews ＆ N宮島口周辺を歩いてみよう宮島に渡る前に、いにしえの旅人に思いを馳せて、宮島口周辺を歩いてみましょう。と　き　６月８日松　９時２０分～１１時３０分集合場所　ＪＲ宮島口駅　定　員　５０人（要申込）参加費用　４００円（保険代・資料代込） 問　はつかいち観光協会緯雲５６５６
スポーツ

廿日市市スポーツ推進委員協議

会事務局（文化スポーツ課内）

緯運９２０６ ミニテニス交流大会

■

時　間日にち内　容 １３：３０～１４：３０７月４日～２５日（毎週木曜日）ヨガ英教室 １０：００～１１：００７月１日～２９日（毎週月曜日）ヨガ衛教室 １０：３０～１１：３０７月４日～２５日（毎週木曜日）ピラティス英教室 １０：３０～１１：３０７月５日～２６日（毎週金曜日）ピラティス衛教室 １０：３０～１１：３０７月３日～３１日（毎週水曜日）骨盤体操教室 １１：００～１３：００７月１日～２９日（毎週月曜日）社交ダンス教室 １０：３０～１２：００７月２日～３０日（毎週火曜日）エアロシェイプ教室 １０：００～１２：００７月１２日晶・２６日晶はたおり教室 １０：３０～１２：００７月１０日昌アロマテラピー教室 １０：００～１１：００（園児）７月６日～２０日（毎週土曜日）ちびっこバレエ教室 １１：００～１２：００（小学生）１３：３０～１５：００（小学生）７月６日松・７月２０日松ちびっこ絵画教室

妹背ウォーターフォールクラブ

緯鯖益０１２４ 夏の体験教室
■

ユアックさいき
緯演１２６１鯖演１６０３ 親善バドミントン大会・

インディアカ交流会

■

廿日市スポーツクラブ

緯曳４１５０鯖映１１２５ 廿日市ＦＣキッズ
ふれあい教室
■

サンチェリー緯雲５９８０ スポーツ指導者講習会

■

定　員対　象場所日　時
２０人年中、年長（サブアリーナ）

サンチェリー
毎週水曜日１５：３０～１６：３０キッズふれあい体操教室 年少、年中毎週木曜日１５：１５～１６：１５ ３０人年長、小学１年生毎週木曜日１６：３０～１７：３０キッズふれあい体操教室＆テニス教室 ２０人小学２年～３年生毎週木曜日１７：４５～１８：４５キッズふれあいテニス教室※詳細は問い合わせてください

対　

象　

市
内
在
住
で
私
立
幼
稚
園

に
通
園
し
て
い
る
満
３
歳
か
ら
５

歳
（
４
月
１
日
現
在
）
児
が
い
る
、

平
成　

年
度
市
民
税
所
得
割
額
が
、

２５

　

歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
数
な
ど

１９に
よ
っ
て
市
が
定
め
る
額
以
下
の

世
帯

申
込
方
法　

通
園
し
て
い
る
幼
稚
園

で
関
係
書
類
を
受
け
取
り
、
幼
稚

園
へ
提
出

提出締切　
７
月
１
日俄　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

増
加
を
防
止
す
る
た
め
、
市
で
は
狩

猟
免
許
試
験
の
合
格
者
に
、
取
得
費

用
の
一
部
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、

狩
猟
免
許
を
新
た
に
取
得
し
た
人

（
講
習
、
試
験
を
受
け
る
前
に
申

請
し
た
人
に
限
る
）。

補
助
金
額　

広
島
県
猟
友
会
が
開
催

す
る
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会
の

受
講
料
と
テ
キ
ス
ト
代
、
お
よ
び

広
島
県
が
実
施
す
る
狩
猟
免
許
試

験
受
験
手
数
料
の
２
分
の
１
。

申
込
方
法　

農
林
水
産
課
に
あ
る
申

請
書
を
提
出

　

転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
以
外
の

も
の
（
住
宅
用
地
や
、
工
場
用
地
、

駐
車
場
、
資
材
置
場
、
道
路
、
山
林

な
ど
）
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

農
地
を
転
用
し
た
り
、
転
用
の
た

め
に
農
地
を
売
買
し
た
り
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
農
地
転
用
の
許
可

が
必
要
で
す
（
市
街
化
区
域
内
は
事

前
の
届
出
）。

　

許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
を
転
用

す
る
と
農
地
法
違
反
と
な
り
、
農
地

な
ど
の
権
利
取
得
の
効
力
が
生
じ
な

い
だ
け
で
な
く
、
工
事
の
中
止
や
原

状
回
復
な
ど
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
違
反
転
用
者
は
、

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万
円

以
下
（
法
人
の
場
合
は
一
億
円
以

下
）
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

農
地
転
用
に
つ
い
て
の
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

　

平
成　

・　

年
度
に
市
お
よ
び
市

２５

２６

水
道
局
が
発
注
す
る
建
設
工
事
お
よ

び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

業
務
に
つ
い
て
、
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
の
追
加
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
申
請
方
法
は
電
子
申

請
の
み
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

７
月
８
日俄
～　

日画１２　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
廿
日

市
市
長
の
資
産
な
ど
の
公
開
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
長
の
所
得

報
告
書
な
ど
の
閲
覧
を
開
始
し
ま
す
。

期　

間　

７
月
１
日俄
か
ら

閲
覧
場
所　

市
役
所
３
階
秘
書
課

※
報
告
書
な
ど
の
複
写
不
可

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
の
美
観
を
損

ね
る
だ
け
で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち

の
生
活
の
源
で
あ
る
生
活
用
水
を
汚

染
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

不
法
に
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
原

則
と
し
て
土
地
の
所
有
者
・
管
理
者

が
ご
み
を
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
き
ち
ん
と
土
地
の
管
理
を

す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
に
は
、
ご

み
を
捨
て
ら
れ
な
い
環
境
づ
く
り
も

大
切
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
自
分
が
所
有
す
る
空
き
地
の
雑
草

な
ど
を
刈
り
取
り
、
清
潔
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。

②
空
き
地
な
ど
を
第
三
者
に
貸
す
場

合
は
、
不
法
投
棄
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
自
分
が
所
有
す
る
空
き
地
に
は
、

柵
を
設
け
た
り
、
看
板
を
立
て
た

り
し
て
、
他
人
が
入
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
の
現
場
を
目
撃
し
た
ら

車
の
ナ
ン
バ
ー
や
特
徴
な
ど
を
警
察

に
連
絡
す
る
な
ど
「
不
法
投
棄
を
許

さ
な
い
」
意
識
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
都
市
計
画
の
変
更
を
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
広
島
圏
都
市
計
画
地
区
計
画

・
下
平
良
二
丁
目
地
区
地
区
計
画

　
（
変
更
）

・
告
示
日　

５
月　

日
１７

図
書
の
縦
覧
場
所

　

市
役
所
６
階
都
市
計
画
課

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、

い
っ
た
ん
受
水
槽
に
水
道
水
を
受
け

て
給
水
す
る
水
道
（
貯
水
槽
水
道
）

で
は
、
受
水
槽
以
降
の
設
備
は
設
置

者
の
所
有
物
で
す
。

　

水
槽
な
ど
の
衛
生
管
理
が
不
十
分

な
場
合
、
水
質
に
異
常
（
色
・
濁
り
・

臭
い
･
味
）
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
設
置
者
は
定
期
的
な
清
掃
や

点
検
な
ど
、
適
正
な
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、　逢
以
上
の
受
水
槽
設
置

１０

者
は
１
年
以
内
に
１
回
、
定
期
的
に

水
槽
の
清
掃
や
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
特

定
計
量
器
（
は
か
り
）
は
、
計
量
法

に
基
づ
き
、
２
年
に
１
度
、
定
期
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
廿
日
市
市
内
で
、
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
お
近
く
の
会
場

で
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
受
検
さ
れ

２３

た
人
は
、
後
日
、
広
島
県
計
量
協
会

か
ら
通
知
が
い
き
ま
す
。

一般
教育総務課緯運９２００ 私立幼稚園保育料の助成

■農林水産課緯運９１４８ 狩猟免許の取得費補助

■

農業委員会事務局緯運９２１４ 農地転用には、
許可・届出が必要です

■契約課緯運９１０８ 入札参加資格申請の追加受付

■

秘書課緯運９１０３ 市長の所得などの公開

■廃棄物対策課緯運９１３３ ごみの不法投棄は許さない

■

水道局工務課緯荏５２９４環境政策課緯運９１３２ 貯水槽水道の適切な管理

■ 都市計画課緯運９１９０ 都市計画の変更
■

商工労政課緯運９１４０ 特定計量器定期検査

■

広報はつかいち27 2013.6.1

■近隣市町の情報をお知らせ【北広島町】

小倉山公園花ショウブ園開園と　き　６月中旬
ところ　小倉山公園花ショウブ園内容小倉山公園花ショウブ園にて行われるイベント。１万㎡のほ場

に　種・約１万５千株の花ショウブが咲き誇ります。

５０

問北広島町観光協会大朝支部

緯０５０（５８１２）８００１ と　きところ ６月１２日昌　１０：３０～１５：００大野支所 ６月１３日昭　１０：３０～１５：００６月１４日晶　１１：００～１４：３０宮島福祉センター ６月１７日捷　１３：３０～１５：００中央市民センター ６月１８日昇　１０：００～１５：００６月１９日昌　１０：００～１５：００宮内市民センター ６月２０日昭　１０：００～１２：００吉和市民センター ６月２０日昭　１３：３０～１４：３０さいき文化センター

nformationIews ＆ N ロマンの小径地御前コースと御陵衣祭　毎年旧暦５月５日に開催される「御陵衣祭」（１４時頃～）が始まる前に解説します。と　き　６月１３日昭　９時５０分～１６時集合場所　ＪＲ宮内串戸駅　定員　５０人（要申込）参加費用　１，５００円（保険代・昼食代・資料代込） 問　はつかいち観光協会緯雲５６５６



６月の休日診療診療時間　９時～１８時※在宅当番医（予定）を記載しています。当番医は変更する　ことがありますので、受診の前に必ず問い合わせてください
７７８８運緯田口脳外科クリニック（阿品）２日掌２３２７詠緯青葉レディスクリニック（福面）３０日掌 ３１３１欝緯おおさき小児クリニック（阿品）７５００荏緯井村眼科医院（天神） ２１１１映緯廿日市野村病院（内科）（宮内佐原田）９日掌 ５０００雲緯みたに泌尿器科クリニック（下平良） ０６８８焔緯友和病院（峠下ヶ原）１６日掌 １２３３映緯わたなべ眼科（宮内） １２３１詠緯安東内科クリニック（対厳山）２３日掌 ６２１１雲緯大田整形外科（廿日市）

■４カ月児・１歳６カ月児・

３歳６カ月児健診
地域により、対象月齢が前後することがあります。　対象者には個別に通知していますが、通知が届いていない

人や、日時や場所の変更を希望する人は、保健センターまたは各支所へ問い合わせてください。

問廿日市市保健センター

緯欝１６１０
28広報はつかいち2013.6.1

６月の保健行事※備考欄は、陰「内容」、隠「持ってくるもの」です※会場があいプラザのときは、駐車場が少ないので公共交通機関を利用して来場してください
■育児相談（乳幼児と保護者） 備　考受付時間ところと　き 陰身長・体重測定、個別相談（保健師・栄養士による）隠母子健康手帳※友和市民センターの育児相談は乳児健診と同時開催

９：３０～１０：３０あいプラザ４日昇２５日昇 １３：３０～１４：００友和市民センター１２日昌 ９：３０～１１：００大野子育て支援センター（深江保育園内）２０日昭■育児教室（乳幼児と保護者） 備　考実施時間ところと　き わんぱくキッズ陰園で遊ぼう１０：００～１１：００友和保育園１１日昇 赤ちゃんすくすく広場陰０歳児のサロン１０：３０～１２：００津田児童館１４日晶
■マタニティスクール 備　考実施時間ところと　き 陰マタニティヨガ隠母子健康手帳※要申込み１０：００～１２：００あいプラザ２０日昭
■ヘルスチェック 備　考実施時間ところと　き 血圧測定、体重、体脂肪測定、尿検査、健康に関する相談（被爆者健康相談も実施検診結果を持参してください）９：３０～　１１：００あいプラザ２０日昭
■体若返り教室ハートビクス 備　考実施時間ところと　き 陰栄養の話、ハートビクス運動講師　松本直子さん②タオル、飲み物、運動用上靴１３：３０～　１５：３０西連集会所６日昭

■ハツラツ！はつかいち交流ウオーキング備　考集合時間ところとき 参加費　５０円申込み　不要９：００大野３区集会所８日松 コース　市民センター周辺（約５灼）　ウオーキング講座あり参加費　５０円（四季が丘在住の人は無料）申込み　廿日市市保健センター緯欝１６１０、四季が丘市民センター緯映３３６５申込締切　６月７日晶９：３０（受付　９：００～）四季が丘市民センター１５日松
コース　廿日市地区周辺（約６灼）参加費　無料申込み　中央市民センター緯欝１２６６９：３０（受付　９：１５～）中央市民センター１７日捷 コース　陽光台・宮園コース（約６灼）参加費　１００円申込み　串戸市民センター緯荏２０９６９：００串戸市民センター２１日晶※持ってくる物　飲み物・タオル・帽子など■はつかいちハートビクス 備　考実施時間ところとき 陰運動教室と栄養・運動の個別アドバイス隠バスタオル、飲み物、運動できる靴、（あれば体操マット）１３：３０～１５：３０あいプラザ２８日晶※循環器系疾患などの既往歴のある人は、かかりつけ医に相談の上、参加してください※初めての人は、３０分前に集合してください対　象　市内在住の４０歳以上おおむね７０歳未満の人参加費　無料　申込み　廿日市市保健センター緯欝１６１０

年に一度は健康チェック申込受付中　健診専用電話　緯雲２０２６平成２５年度の健診が始まっています特定健診・後期高齢者健診・人間ドック・がん検診

■麻しん・風しん予防接種　(麻しんと風しんの混合ワクチン)対象年齢 １歳～２歳の誕生日の前日まで第１期 小学校就学前の１年間（年長児）第２期※第３期・第４期の実施は平成２５年３月末で終了しました

■宮島支所福祉グループ緯瑛２００１・鯖瑛２１９６■大野保健センター緯益２６６０・鯖益２７１０■吉和支所市民福祉グループ緯猿２１１３・鯖猿２０７８■佐伯支所福祉グループ緯演１１２４・鯖演０４１５　■廿日市市保健センター緯欝１６１０・鯖欝１６１１
救急案内　市消防本部緯荏８１１１（休日の病院の問い合わせに応じます）救急ファクシミリ１１９番　鯖１１９休日・夜間急患診療

■広島市立舟入病院　緯０８２（２３２）６１９５　診療科　内科・小児科・耳鼻咽喉科■広島市立広島市民病院　緯０８２（２２１）２２９１　診療科　内科など（歯科・口腔外科を除く）※成人（高校生相当年齢以上）の主に内因性疾患の救急医療■広島口腔保健センター　緯０８２（２４１）４８６１　診療科　歯科■小児救急医療相談　＃８０００または緯０８２（５０５）１３９９　相談受付　毎日／１９時～翌８時　相談対応　小児科勤務経験がある看護師が対応　　　　　　（小児科医師が支援）※診療時間・診療科など、事前に必ず電話で問い合わせてください

■廿日市市休日・夜間急患診療所　緯欝１０１１・鯖欝１６１４（診療時間内のみ）　（新宮一丁目１３番１号・あいプラザに併設）　診療科　内科（１５歳以上のみ）　診療時間　休日／９時～２２時　月～土曜日／１９時～２２時※電話での問い合わせは２１時４５分まで。また、支払う医療　費には時間外加算または休日加算が含まれます■診療所の利用についてのお願い　休日・夜間急患診療所は、救急患者のための診療所です。急患でない場合は、できるだけ通常の診療時間内に、かかりつけ医で受診してください。また、受診の際は健康保険の被保険者証を持参してください。
広報はつかいち29 2013.6.1

■歯のなんでも相談日　歯科相談など、さまざまな催しを開催します。と　き　６月２３日掌９時～１３時　　　　（受付は９時～１２時４５分）ところ　あいプラザ（多目的ホールなど）★相談コーナー（インプラント、ホワイトニング、入れ歯、歯並び、口臭など、なんでも相談してください）★口臭チェック、歯肉炎チェックコーナー　（各先着２００人）★マウスガード作製コーナー（要申込、定員１０人、２，０００円／人）★歯科健診コーナー★歯科技工物展示コーナー　（インプラントのしくみ、入れ歯の作り方など）★歯みがき上達コーナー★フッ素塗布コーナー（大人も塗布可。６００円／１人）★栄養コーナー（折り紙でお弁当づくり、高齢者の食事など）問合せ・申込み　廿日市市保健センター緯欝１６１０■がん検診無料クーポン券は届きましたか？　次の対象者には無料クーポン券を郵送しています。有効期限は１１月３０日松です。お忘れのないようにがん検診を受診してください。

■食中毒予防講座参加者募集　各地域で開催されている集いやサロンのボランティア、また市民を対象に食中毒予防講座を開催します。　食中毒の心配な季節に基本情報をチェックして、正しい予防法を学びませんか。と　き　６月２６日昌１０時～１１時３０分ところ　あいプラザ３階　講座室講　師　広島県西部保健所　生活衛生課職員定　員　５０人（先着順）申込み　廿日市市社会福祉協議会緯欝０２９４　　　　廿日市市保健センター緯欝１６１０■ＪＡ広島総合病院第７回市民公開講座「息が苦しい　ハイ広総に」～ＣＯＰＤから肺がんまでチーム医療で支えます～　ＪＡ広島総合病院と廿日市市では、肺に関する病気の予防や治療法の周知を目的とした市民講座を次のとおり開催します。と　き　６月１６日掌１３時～１５時３０分ところ　さくらぴあ大ホール※入場料無料、申込不要問合せ　ＪＡ広島総合病院地域医療連携室緯嬰３１１１　　　　廿日市市保健センター緯欝１６１０■特定健診受診券は届きましたか　４０歳～７４歳までの廿日市市国民健康保険加入者には特定健診受診券を郵送しています。受診券が届いた人は、６月から近くの医療機関または集団健診で特定健診が無料で受診できます。　医療機関で受診を希望される場合は、直接、医療機関へ予約･申し込んでください。集団健診の申し込みは次の健診専用電話まで。　詳しくは「平成２５年度健診のしおり保存版」をご覧ください。健診専用電話番号　緯雲２０２６生年月日対象年齢 平成４年４月２日～平成５年４月１日２０歳子宮頸がん
昭和６２年４月２日～昭和６３年４月１日２５歳 昭和５７年４月２日～昭和５８年４月１日３０歳 昭和５２年４月２日～昭和５３年４月１日３５歳 昭和４７年４月２日～昭和４８年４月１日４０歳 昭和４７年４月２日～昭和４８年４月１日４０歳乳がん・大腸がん
昭和４２年４月２日～昭和４３年４月１日４５歳 昭和３７年４月２日～昭和３８年４月１日５０歳 昭和３２年４月２日～昭和３３年４月１日５５歳 昭和２７年４月２日～昭和２８年４月１日６０歳

■４００朱献血にご協力を！６月　日昇１８廿日市市役所９時　分～　時　分３０１１３０
　時　分～　時
１２４５１６
対象男性　　～　歳、女性　　～　歳、体重　手以上の人（　歳

１７６９
１８６９
５０
６５

以上の人は、　～　歳までに献血経験のある人に限る）

６０６４

注意受付時に本人確認のできるものの

提示にご協力ください

問廿日市市保健センター

緯欝１６１０



《相談内容》　インターネ
ッ
ト
の
副
業
支
援
サ
イ
ト
に
「
簡
単
な
作
業
で
安
定
し

た
収
入
」「
収
入
は
月
３
万
円
か
ら　

万
円
」
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、

２０

そ
の
業
者
に
連
絡
し
た
。「
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
で
は
な
い
」「
今
な
ら
特

別
価
格
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
副
業
に
必
要
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
決
済
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
。
説
明
を
読
む
と
、
自
分
で

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
そ
れ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
ら
、
１
回　

円
１０

報
酬
が
入
る
と
い
う
、
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
の
仕
組
み
だ
っ
た
。
広
告
の

よ
う
な
収
益
は
見
込
め
な
い
の
で
、
解
約
し
た
い
。（　

代　

男
性
）

２０

《アドバイス》　相談者へは、
契
約
の
経
緯
と
返
金
を
求
め
る
理
由
を
記
載
し
た
通

知
書
を
、
販
売
業
者
、
サ
イ
ト
運
営
業
者
、
信
販
会
社
、
決
済
代
行
業

者
に
送
付
す
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。
販
売
業
者
か
ら
の
連
絡
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
決
済
代
行
業
者
か
ら
「
サ
イ
ト
運
営
業
者
が
返
金

に
応
じ
た
の
で
返
金
処
理
す
る
」
と
い
う
連
絡
が
あ
り
、
返
金
さ
れ
ま

し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
ド
ロ
ッ
プ
シ
ッ
ピ
ン
グ
（
自
分
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
に
商
品
を
掲
載
し
、
商
品
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
、

メ
ー
カ
ー
や
卸
業
者
か
ら
商
品
を
直
送
す
る
と
い
う
も
の
）」
や
「
ア

フ
ィ
リ
エ
イ
ト
（
提
携
先
の
商
品
広
告
を
自
分
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に

掲
載
し
、
そ
の
広
告
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
人
が
提
携
先
か
ら
商
品
を
購
入

し
た
場
合
、
一
定
額
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
）」
の
仕
組
み
を

利
用
し
て
、「
簡
単
に
も
う
か
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
高
額
な
情
報
商
材

を
購
入
さ
せ
る
な
ど
の
手
口
が
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
収
入
を
得
ら
れ
る

か
の
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広
告
を
う
の
み
に
せ
ず
、
誰
か
に
相
談
す

る
な
ど
し
て
冷
静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

（
広
島
県
環
境
県
民
局
消
費
生
活
課
発
行
「
く
ら
し
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
便
」
平
成　

年
４
月
号
よ
り
）

２５

施設の催し情報

■図書館６月のおはなし会 対象と　きところ 乳幼児７日晶・２１日晶１１時～はつかいち市民図書館小さい子の ための おはなし会
幼児・小学校低学年

８日松・２２日松１１時～はつかいち市民図書館おはなし会 ２２日松１４時～大野図書館 ８日松１０時３０分～さいき図書館 乳幼児～大人今月はありませんはつかいち市民図書館ストーリーテリング 

６月の休館日開館時間図書館名
２７日昭月～金　９時～１９時土・日・祝・休日　１０時～１８時はつかいち市民図書館緯欝０３３３
３日捷、１０日捷、１７日捷、２４日捷、２７日昭１０時～１８時大野図書館緯益１１２０さいき図書館緯演１０１１

■木材利用センター緯荏２３９３
■リサイクルプラザ（エコセンターはつかいち内）緯曳０２６６と　き　陰９時３０分～１２時　　　　隠１３時３０分～１６時※参加費は各１００円（ランプ作りは別途費用が必要）※定員は各１０人。参加申し込みは、各講座の受付開始日から電話で

定員参加費と　き教室名定員参加費と　き教室名 １０人１，２００円７月２４日昌１３時～１５時クレーン基地７人６，０００円７月３日昌１０時～１３時すいすい木工教室「キッチンワゴン」 １５人８００円７月２５日昭１０時～１２時夏色写真立て教室３０人３００円７月７日掌１０時～１２時けん玉教室 ２０人１，７００円７月２７日松１０時～１２時わくわく木工教室「三輪車の小物入れ」１０人１，０００円７月７日掌１０時～１２時けん玉組立教室 １５人３００円７月３１日昌１０時～１２時ハザイでつくろう６人１，５００円７月１０日昌１０時～１３時すいすい木工教室「大人の端材教室」 １０人１，０００円７月２１日掌１０時～１２時木のパズルＢＯＸ
　申し込み、問い合わせは、木材利用センターまで電話で。　いずれも開催場所は木材利用センターです。汚れても良い服装で来てください。

受付開始持ってくるものと　き講座名 ６月５日昌から牛乳パック７個（１Ｌ・切開かずに）、布（５４×３３尺）、はさみ、カッター、定規、筆記用具６月１２日昌隠牛乳パックを使って丸い小箱作り ６月６日昭からはさみ、洋裁道具、物差し、鉛筆６月１３日昭陰・隠古い布から草履づくり ６月１２日昌からほどいてアイロンをかけた古い和服、洋裁道具、はさみ６月１９日昌隠和服からリフォーム～作務衣・ベスト作り～ ６月２０日昭からお気に入りの瓶など６月２７日昭陰・隠サンドブラスト～花瓶・ランプ作り～ ６月２６日昌から牛乳パック３個（１Ｌ・切開かずに）、布（４０×５０尺）、ひも（２５尺）、はさみ、定規、筆記用具７月３日昌隠牛乳パックを使って状差し作り

消費生活相談緯雲１８４１と　き　月～金曜日　（祝・休日を除く）　９時～１２時、　１３時～１６時ところ　廿日市市　消費生活センター　（市役所６階　商工労政課内）

■消費生活

■  　　　君啓景畦景恵敬 陰羽烏宇右吋韻隠 碓丑窺鵜卯雨迂 鰻蔚欝唄嘘渦臼 云噂閏瓜浦厩姥運
宮島競艇施行組合緯悦1122

　　：レース開催日　○：場外発売

宮島RACEBOAT6月
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■アルカディア・ビレッジ再開６月１日からアルカディア・ビレッジ

の営業を再開します。

宿泊・温泉利用など、休館前と同様にご利用い

ただけます。皆さんぜひお越しください。
問アルカディアビレッジ

緯映２２２１
※○予 は事前に予約が必要です。○電 は電話による相談も可能です暮らしの相談

広報はつかいち31 2013.6.1

問合せ・予約先相談会場開催時間開　催　日相　　談 広報統計課緯運９１２１市役所２階市民相談室９時３０分～１４時３０分　（受付１４時まで）月・火・金曜日（祝・休日を除く）市民相談○電 市政に関する要望や生活上の困りごとなど
広報統計課緯運９１２１市役所４階４０２会議室１３時～１６時６月１９日昌行政書士による無料相談交通事故、相続・遺言、離婚に関する相談 市民活動センター２階１０時～１６時６月１４日晶・２８日晶 広報統計課　緯運９１２１、　　　　　　緯欝０００１（内線１４９２）受付開始　６月３日捷８時３０分から電話で大野支所３２会議室１３時～１６時６月１１日昇無料法律相談○予 弁護士による相談 市役所４階４０２会議室６月１２日昌・１８日昇・２６日昌 広報統計課緯運９１２１市役所４階４０２会議室１３時～１６時６月２０日昭無料登記相談土地家屋調査士による相談 課税課緯運９１１３市役所２階市民相談室１３時～１６時６月５日昌税理士無料税務相談○予 所得税、相続税、贈与税など 商工労政課緯運９１４０市役所２階市民相談室１２時３０分～１６時３０分　第２・第４水曜日（祝・休日を除く）就業支援相談○予 
廿日市市社会福祉協議会廿日市事務局（あいプラザ内）緯欝０７８３・鯖欝１６１６同佐伯事務所（佐伯社会福祉センター内）緯演０８６８・鯖演１００５同吉和事務所（吉和福祉センター内）緯猿２８８３・鯖猿２５１４同大野事務所（大野福祉保健センター内）緯駅３２９４・鯖駅３２７５同宮島事務所（宮島福祉センター内）緯瑛２７８５・鯖瑛２６６１※各事務所では、ボランティア相談、福祉総合相談も随時行っています

あいプラザ１３時～１６時火・金曜日（祝・休日を除く）
心配ごと相談○電 日常生活上の悩みごとや対人関係のもつれ、困りごとなどの相談

佐伯社会福祉センター１３時～１６時水曜日（祝・休日を除く） 吉和福祉センター（すこやかプラザ）１３時～１６時６月５日昌・１２日昌・１９日昌 大野福祉保健センター１３時～１６時６月６日昭・２０日昭・２７日昭 大野西市民センター１３時～１６時６月１６日掌 宮島福祉センター１３時～１６時６月３日捷・１０日捷・１７日捷 あいプラザ１３時～１５時６月１１日昇認知症介護相談○予 大野福祉保健センター１３時～１６時６月２５日昇認知症介護相談○電 あいプラザ１３時～１６時６月１２日昌司法書士法律相談○予 障がい福祉相談センター「きらりあ」緯欝０２２４・鯖欝０２２５障がい福祉相談センター（あいプラザ内）９時～１７時月～金曜日（祝・休日を除く）障がいに関する総合相談○電 障害福祉課緯運９１５２あいプラザ２階会議室１４時～１５時６月２０日昭理学療法士・作業療法士・言語聴覚士による専門相談○予 廿日市市こども相談室緯荏８０６１９時３０分～１６時３０分　月～金曜日（祝・休日を除く）教育相談○電 錆（０１２０）０８０１１０（通話料無料）９時３０分～１６時３０分　月～金曜日（祝・休日を除く）こどもいじめ１１０番○電 月～金曜日（祝・休日を除く）　８時３０分～１７時地域包括支援センターはつかいち緯運９１５８・鯖雲１９９９　地域包括支援センターさいき緯演２８２８・鯖演０４１５　　佐伯さつき会よしわせせらぎ園緯猿２３７７・鯖猿２３７９地域包括支援センターおおの緯詠０２５１・鯖駅１３０７　　いもせ聚楽会宮島ふれあい緯瑛０２５０・鯖瑛０８８１高齢者の総合相談○電 介護予防や生活の中での困りごと、介護保険、虐待など 児童課緯運９１５３児童相談所全国共通ダイヤル緯０５７０（０６４）０００市役所１階児童課８時３０分～１７時１５分　月～金曜日（祝・休日を除く）家庭児童相談○電 要保護児童・虐待など 廿日市市子育て支援センター緯欝１６１２・鯖欝１６１３廿日市市子育て支援センター（あいプラザ内）８時３０分～１７時１５分　月～金曜日（祝・休日を除く）子育てに関する相談○電 　１０時～１２時、１３時～１７時土・日曜日、祝・休日 大野子育て支援センター緯鯖悦０３５６大野子育て支援センター（深江保育園内）９時～１５時月～金曜日（祝・休日を除く）

 
水・木曜日（祝・休日を除く）10時～15時 ファクス電　話保育園ファクス電　話保育園ファクス電　話保育園ファクス電　話保育園 駅2018駅2026池田焔0672焔0834友和映3205映6126宮園荏5603荏0858佐方 駅2009駅2051いもせ演0939演0952津田荏5706荏0970串戸雲1638雲0112廿日市 益1558益1559梅原演0086演0205浅原嬰3262嬰0273地御前荏7521雲1165平良 駅2010駅2073丸石猿2460猿2470吉和曳6111曳0618阿品台東映1616映6135原 0827謁58980827謁5571鳴川悦0356悦0328深江曳4031曳0351阿品台西曳1636曳0671宮内

電話育児相談○電 市内各保育園で実施

■ＦＭはつかいち
市政ラジオ放送周波数は　・１　76ＭHz●月～金曜日　７時　分～７時　分　　時～　時　分　　時～　時　分

30
45131315181815

●土曜日　9時　分～９時　分
30
45

災害時や災害が発生する恐れがある場合

など、市からの防災情報を放送します。問広報統計課
緯運９１２１
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目の不自由な人のために
■音声読み上げのための「広報はつかいち」テキスト版を
　ホームページに掲載しています。
■「広報はつかいち」のカセットテープ、デイジー図書、
　点訳本があります。廿日市市社会福祉協議会緯欝0294
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４９，４２５世帯（＋１２９世帯）世帯数：１１７，７５９人（＋７９人）人口：人口と世帯数　５月１日現在　（　）は前月比■

編集後記
　「このままではふるさとが忘れ去ら

れる」「　年後、この集落はどうなっ

１０
ているのだろうか」。取材をさせてい

ただいた皆さんは、口々にそう話され

ました。
　その想いをエネルギーに変え、取り

組んだ「枝垂れ桜の治療」や、「大虫

さくらまつり」。大虫出身者だけでな

く、多くの人にその想いは伝わったこ

とと思います。
　そして、新たに楠田さん一家が暮ら

し始め、転換点を迎えた大虫地区。楓

羽太くんを抱く大虫の人たちの笑顔に

は、明るい未来が映し出されていまし

た。　また、後日大虫を訪れたとき、この

まつりで大虫のことを知ったという絵

画教室のグループ約　人が、その景色
２０

をキャンパスに描く姿がありました。

　動き始めた大虫地区。満開の枝垂れ

桜が、鮮やかな新緑に包まれるように、

少しずつ何かが変わり始めています。
川辺邦彦

ぶらりはつかいち― 第３回

潮風香る、 小 お  田  島 公園た じま
　大野地域、梅原港のすぐ近くにある小田島公園。宮島もよく見え、静かで、ゆったりできる公園です。　今年の春、木製遊具に変わり、新しく複合遊具も設置されました。公園の周りでは、釣りをする人でにぎわい、公園の外周を多くの人がウオーキングやジョギングを楽しんでいます。　6月8日松・9掌には、長年地域に親しまれている「大野みんなのまつり」が、この公園で開催されます。関連記事23ページ。


